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このたびは、当社の製品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。

安全にご使用頂くために、本取扱説明書を必ずお読み頂き、正しくご使用頂きますようにお願

い致します。

本取扱説明書およびコントローラ取扱説明書に記載していないお取扱いおよび操作方法に関し

ては出来ないものと考え、行なわないでください。

【対象機種】

ナット回転アクチュエータ	ＮＳシリーズ

小型タイプ	 ・ＳＸＭＳ

	 ・ＳＸＭＭ

	 ・ＳＺＭＳ

	 ・ＳＺＭＭ

中型タイプ	 ・ＭＸＭＳ

	 ・ＭＸＭＭ

	 ・ＭＸＭＸＳ

	 ・ＭＺＭＳ

	 ・ＭＺＭＭ

大型タイプ	 ・ＬＸＭＳ

	 ・ＬＸＭＭ

	 ・ＬＸＭＸＳ

	 ・ＬＺＭＳ

	 ・ＬＺＭＭ

・	本取扱説明書の内容の一部または全部を無断で複写、複製、転写することは固くお断

りします。

・	本取扱説明書の内容は、改良のため予告なしに変更することがありますので、予めご

了承ください。

・	本取扱説明書の内容については万全を期していますが、万一誤りやお気付きの点があ

りましたら、ご連絡くださいますようお願いします。

お使いになる前に

この度は、当社の製品をお買い上げ頂き、ありがとうございます。

この取扱説明書は本製品の取扱い方法や構造、保守等について解説しており、安全にお使い頂く

為に必要な情報を記載しています。

本製品をお使いになる前に必ずお読み頂き、十分理解した上で安全にお使い頂きますよう、お願

い致します。

製品に同梱の CD または DVD には、当社製品の取扱説明書が収録されています。

製品のご使用につきましては、該当する取扱説明書の必要部分をプリントアウトするか、または

パソコンで表示してご利用ください。

お読みになった後も取扱説明書は、本製品を取り扱われる方が、必要な時にすぐ読むことができ

るように保管してください。

【重要】

• この取扱説明書は、本製品専用に書かれたオリジナルの説明書です。

• この取扱説明書に記載されている以外の運用はできません。記載されている以外の運用を

した結果につきましては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

• この取扱説明書に記載されている事柄は、製品の改良にともない予告なく変更させて頂く

場合があります。

• この取扱説明書の内容について、ご不審やお気付きの点などがありましたら、「アイエイア

イお客様センターエイト」もしくは最寄りの当社営業所までお問合せください。

• この取扱説明書の全部または一部を無断で使用・複製する事はできません。

• 本文中における会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。





安全上のご注意（ご使用の前に必ずお読みください）
ロボットを用いたシステムの設計および製作における安全性の確保に関しましては、安全上のご注
意に従い、必要な処置をしていただけるようお願いします。

機械装置の安全方策としては、国際工業規格ISO／DIS12100「機械類の安全性」において、一般論として

次の4つを規定しています。

安全方策 本質安全設計

安全防護 ・・・・・・・安全柵など

追加安全方策 ・・・・・非常停止装置など

使用上の情報 ・・・・・危険表示・警告、取扱説明書

これに基づいて国際規格ISO／IECで階層別に各種規格が構築されています。

産業用ロボットの安全規格は以下のとおりです。

タイプＣ規格（個別安全規格） ISO10218（マニピュレーティング
産業ロボット－安全性）

JIS B 8433
（産業用マニピュレーティングロボット－安全性）

また産業用ロボットの安全に関する国内法は、次のように定められています。

労働安全衛生法 第59条

危険または有害な業務に従事する労働者に対する特別教育の実施が義務付けられています。

労働安全衛生規則

第36条 ・・・特別教育を必要とする業務

第31号（教示等）・・・・・産業用ロボット（該当除外あり）の教示作業等について

第32号（検査等）・・・・・産業用ロボット（該当除外あり）の検査、修理、調整作業等について

第150条・・・産業用ロボットの使用者の取るべき措置

1.　産業用ロボットに関する法令および規格

安全ガイド

安全ガイドは、製品を正しくお使い頂き、危険や財産の損害を未然に防止するために書かれたもの 
です。製品のお取扱い前に必ずお読みください。

これに基づいて国際規格 ISO/IEC で階層別に各種規格が構築されています。

産業用ロボットの安全規格は以下のとおりです。

　タイプ C 規格 (個別安全規格 ) ISO10218( マニピュレーティング

 　　　　　 産業ロボット - 安全性 )

 　　　　　 JIS B 8433
 　　　　　　(産業用マニピュレーティング

 　　　　　　   ロボット - 安全性 )

産業用ロボットに関する法令および規格

機械装置の安全方策としては、国際工業規格 ISO/DIS12100「機械類の安全性」において、一般論と

して次の 4 つを規定しています。

安全方策 本質安全設計

 安全防護 ･････････････ 安全柵など

 追加安全方策 ･････････ 非常停止装置など

 使用上の情報 ･････････ 危険表示・警告、取扱説明書

また産業用ロボット の安全に関する国内法は、次のように定められています。

労働安全衛生法　第 59 条

危険または有害な業務に従事する労働者に対する特別教育の実施が義務付けられています。

労働安全衛生規則

第 36 条 ････････ 特別教育を必要とする業務

第 31 号 (教示等 ) ････････産業用ロボット (該当除外あり )の教示作業等について

第 32 号 (検査等 ) ････････産業用ロボット ( 該当除外あり ) の検査、修理、調整作業等

について

第 150 条 ･･･････ 産業用ロボットの使用者の取るべき措置



作業エリア 作業状態 措　　　置 規　定

可動範囲外 自動運転中 しない

可動範囲内

する

教示等の

作業時

検査等の

作業時

駆動源の遮断

する

（運転停止含む）

しない

しない

（やむをえず

　運転中に

　行う場合）

運転開始の合図 104条

柵、囲いの設置等 150条の4

作業中である旨の表示等 150条の3

作業規定の作成 150条の3

150条の3

作業中である旨の表示等 150条の3

特別教育の実施 36条31号

作業開始前の点検等 151条

運転を停止して行う 150条の5

作業中である旨の表示等 150条の5

作業規定の作成 150条の5

150条の5

作業中である旨の表示等 150条の5

36条32号

直ちに運転を停止できる措置

直ちに運転停止できる措置

特別教育の実施

（清掃・給油作業を除く）

2.　労働安全衛生規則の産業用ロボットに対する要求事項安全上のご注意（ご使用の前に必ずお読みください）
ロボットを用いたシステムの設計および製作における安全性の確保に関しましては、安全上のご注
意に従い、必要な処置をしていただけるようお願いします。

機械装置の安全方策としては、国際工業規格ISO／DIS12100「機械類の安全性」において、一般論として

次の4つを規定しています。

安全方策 本質安全設計

安全防護 ・・・・・・・安全柵など

追加安全方策 ・・・・・非常停止装置など

使用上の情報 ・・・・・危険表示・警告、取扱説明書

これに基づいて国際規格ISO／IECで階層別に各種規格が構築されています。

産業用ロボットの安全規格は以下のとおりです。

タイプＣ規格（個別安全規格） ISO10218（マニピュレーティング
産業ロボット－安全性）

JIS B 8433
（産業用マニピュレーティングロボット－安全性）

また産業用ロボットの安全に関する国内法は、次のように定められています。

労働安全衛生法 第59条

危険または有害な業務に従事する労働者に対する特別教育の実施が義務付けられています。

労働安全衛生規則

第36条 ・・・特別教育を必要とする業務

第31号（教示等）・・・・・産業用ロボット（該当除外あり）の教示作業等について

第32号（検査等）・・・・・産業用ロボット（該当除外あり）の検査、修理、調整作業等について  

第150条・・・産業用ロボットの使用者の取るべき措置

1.　産業用ロボットに関する法令および規格

作業エリア 作業状態 駆動源のしゃ断 措　置 規　定

可動範囲外 自動運転中 しない
運転開始の合図 104 条

柵、囲いの設置等 150 条の 4

可動範囲内

教示等の

作業時

する

(運転停止含む )
作業中である旨の表示等 150 条の 3

しない

作業規定の作成 150 条の 3
直ちに運転を停止できる措置 150 条の 3
作業中である旨の表示等 150 条の 3
特別教育の実施 36 条 31 号

作業開始前の点検等 151 条

検査等の

作業時

する
運転を停止して行う 150 条の 5
作業中である旨の表示等 150 条の 5

しない

(やむをえず運転中

に行う場合 )

作業規定の作成 150 条の 5
直ちに運転停止できる措置 150 条の 5
作業中である旨の表示等 150 条の 5
特別教育の実施

(清掃・給油作業を除く )
36 条 32 号

労働安全衛生規則の産業用ロボットに対する要求事項



作業エリア 作業状態 措　　　置 規　定

可動範囲外 自動運転中 しない

可動範囲内

する

教示等の

作業時

検査等の

作業時

駆動源の遮断

する

（運転停止含む）

しない

しない

（やむをえず

　運転中に

　行う場合）

運転開始の合図 104条

柵、囲いの設置等 150条の4

作業中である旨の表示等 150条の3

作業規定の作成 150条の3

150条の3

作業中である旨の表示等 150条の3

特別教育の実施 36条31号

作業開始前の点検等 151条

運転を停止して行う 150条の5

作業中である旨の表示等 150条の5

作業規定の作成 150条の5

150条の5

作業中である旨の表示等 150条の5

36条32号

直ちに運転を停止できる措置

直ちに運転停止できる措置

特別教育の実施

（清掃・給油作業を除く）

2.　労働安全衛生規則の産業用ロボットに対する要求事項安全上のご注意（ご使用の前に必ずお読みください）
ロボットを用いたシステムの設計および製作における安全性の確保に関しましては、安全上のご注
意に従い、必要な処置をしていただけるようお願いします。

機械装置の安全方策としては、国際工業規格ISO／DIS12100「機械類の安全性」において、一般論として

次の4つを規定しています。

安全方策 本質安全設計

安全防護 ・・・・・・・安全柵など

追加安全方策 ・・・・・非常停止装置など

使用上の情報 ・・・・・危険表示・警告、取扱説明書

これに基づいて国際規格ISO／IECで階層別に各種規格が構築されています。

産業用ロボットの安全規格は以下のとおりです。

タイプＣ規格（個別安全規格） ISO10218（マニピュレーティング
産業ロボット－安全性）

JIS B 8433
（産業用マニピュレーティングロボット－安全性）

また産業用ロボットの安全に関する国内法は、次のように定められています。

労働安全衛生法 第59条

危険または有害な業務に従事する労働者に対する特別教育の実施が義務付けられています。

労働安全衛生規則

第36条 ・・・特別教育を必要とする業務

第31号（教示等）・・・・・産業用ロボット（該当除外あり）の教示作業等について

第32号（検査等）・・・・・産業用ロボット（該当除外あり）の検査、修理、調整作業等について  

第150条・・・産業用ロボットの使用者の取るべき措置

1.　産業用ロボットに関する法令および規格

労働省告知第51号および労働省労働基準局長通達（基発第340号）により、以下の内容に該当するもの
は、産業用ロボットから除外されます。
（1）単軸ロボットでモータワット数が80W以下の製品
（2）多軸組合せロボットでX・Y・Z軸が300mm以内、かつ回転部が存在する場合はその先端を含

めた最大可動範囲が300mm立方以内の場合
（3）多関節ロボットで可動半径およびZ軸が300mm以内の製品

当社カタログ掲載製品のうち産業用ロボットの該当機種は以下のとおりです。
1.　単軸ロボシリンダ
　　RCS2／RCS2CR-SS8□でストローク300mmを超えるもの
2.　単軸ロボット
　　次の機種でストローク300mmを超え、かつモータ容量80Wを超えるもの
　　　 ISA／ISPA，ISDA／ISPDA，ISWA／ISPWA，IF，FS，NS

3.　リニアサーボアクチュエータ
　　ストローク300mmを超える全機種
4.　直交ロボット
　　1～3項の機種のいづれかを1軸でも使用するもの
5.　IXスカラロボット
　　　　　IX-NNN（NNW,NNC）3515 

　　　　　IX-NNN（NNW,NNC）50□□／60□□／70□□／80□□
　　　　　IX-NSN5016／6016 

　　　　　IX-TNN（UNN）3015／3515 

　　　　　IX-HNN（INN）50□□／60□□／70□□／80□□

3.　当社の産業用ロボット該当機種

労働省告知第 51 号および労働省労働基準局長通達 ( 基発第 340 号 ) により、以下の内容に該当する

ものは、産業用ロボットから除外されます。

(1) 単軸ロボットでモータワット数が 80W 以下の製品

(2) 多軸組合せロボットで X・Y・Z 軸が 300mm 以内、かつ回転部が存在する場合はその先端

を含めた最大可動範囲が 300mm 立方以内の場合 
(3) 多関節ロボットで可動半径および Z 軸が 300mm 以内の製品

当社カタログ掲載製品のうち産業用ロボットの該当機種は以下のとおりです。

1. 単軸ロボシリンダ

 RCS2/RCS2CR-SS8 □、RCS3/RCS3CR/RCS3P/RCS3PCR でストローク 300mm を超えるもの

2. 単軸ロボット

 次の機種でストローク 300mm を超え、かつモータ容量 80W を超えるもの

 ISA/ISPA, ISB/ISPB, SSPA, ISDA/ISPDA, ISWA/ISPWA, IF, FS, NS
3. リニアサーボアクチュエータ

 ストローク 300mm を超える全機種

4. 直交ロボット

 1 ～ 3 項の機種のいづれかを 1 軸でも使用するもの

5. IX スカラロボット

アーム長 300mm を超える全機種

（IX-NNN1205/1505/1805/2515、NNW2515、NNC1205/1505/1805/2515 を除く全機種）

当社の産業用ロボット該当機種



労働省告知第51号および労働省労働基準局長通達（基発第340号）により、以下の内容に該当するもの
は、産業用ロボットから除外されます。
（1）単軸ロボットでモータワット数が80W以下の製品
（2）多軸組合せロボットでX・Y・Z軸が300mm以内、かつ回転部が存在する場合はその先端を含

めた最大可動範囲が300mm立方以内の場合  

（3）多関節ロボットで可動半径およびZ軸が300mm以内の製品

当社カタログ掲載製品のうち産業用ロボットの該当機種は以下のとおりです。
1.　単軸ロボシリンダ
　　 RCS2／RCS2CR-SS8□でストローク300mmを超えるもの
2.　単軸ロボット
　　次の機種でストローク300mmを超え、かつモータ容量80Wを超えるもの
　　　ISA／ISPA，ISDA／ISPDA，ISWA／ISPWA，IF，FS，NS

3.　リニアサーボアクチュエータ
　　ストローク300mmを超える全機種
4.　直交ロボット
　　1～3項の機種のいづれかを1軸でも使用するもの
5.　IXスカラロボット
　　　　　IX-NNN（NNW,NNC）3515 

　　　　　IX-NNN（NNW,NNC）50□□／60□□／70□□／80□□
　　　　　IX-NSN5016／6016 

　　　　　 IX-TNN（UNN）3015／3515 

　　　　　 IX-HNN（INN）50□□／60□□／70□□／80□□

3.　当社の産業用ロボット該当機種 4.	 当社製品の安全に関する注意事項

ロボットのご使用にあたり、各作業内容における共通注意事項を示します。

No. 作業内容 注意事項

1 機種選定 ●本製品は、高度な安全性を必要とする用途には企画、設計されていま

せんので、人命を保証できません。従って、次のような用途には使用

しないでください。

①人命および身体の維持、管理などに関わる医療機器

②人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置（車両・鉄道施設・航空

施設など）

③機械装置の重要保安部品（安全装置など）

●次のような環境では使用しないでください。

①可燃性ガス、発火物、引火物、爆発物などが存在する場所

②放射能に被爆する恐れがある場所

③周囲温度や相対湿度が仕様の範囲を超える場所

④直射日光や大きな熱源からの輻射熱が加わる場所

⑤温度変化が急激で結露するような場所

⑥腐食性ガス（硫酸、塩酸など）がある場所

⑦塵埃、塩分、鉄粉が多い場所

⑧本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

●製品は仕様範囲外で使用しないでください。著しい寿命低下を招き、

製品故障や設備停止の原因となります。

2 運搬 ●運搬時はぶつけたり落下したりせぬよう充分な配慮をしてください。

●運搬は適切な運搬手段を用いて行ってください。

●梱包の上には乗らないでください。

●梱包が変形するような重い物は載せないでください。

3 保管 ●保管環境は設置環境に準じますが、特に結露の発生がないように配慮

してください

No. 作業内容 注意事項

4 据付け・

立ち上げ

（1）ロボット本体・コントローラ等の設置

●製品（ワークを含む）は、必ず確実な保持、固定を行ってください。

製品の転倒、落下、異常動作等によって破損およびけがをする恐れが

あります。

●製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。転倒事故、物

の落下によるけがや製品破損、製品の機能喪失・性能低下・寿命低下

などの原因となります。

●次のような場所で使用する場合は、遮蔽対策を十分行ってください。

①電気的なノイズが発生する場所

②強い電界や磁界が生じる場所

③電源線や動力線が近傍を通る場所

④水、油、薬品の飛沫がかかる場所

（2）ケーブル配線

●アクチュエータ～コントローラ間のケーブルやティーチングツールな

どのケーブルは当社の純正部品を使用してください。

●ケーブルに傷をつけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、巻きつけ

たり、挟み込んだり、重いものを載せたりしないでください。漏電や

導通不良による火災、感電、異常動作の原因になります。

●製品の配線は、電源をオフして誤配線がないように行ってください。

●直流電源（＋24V）を配線する時は、＋／－の極性に注意してください。

接続を誤ると火災、製品故障、異常動作の恐れがあります。

●ケーブルコネクタの接続は、抜け・ゆるみのないように確実に行って

ください。火災、感電、製品の異常動作の原因になります。

●製品のケーブルの長さを延長または短縮するために、ケーブルの切断

再接続は行わないでください。火災、製品の異常動作の原因になります。

（3）接地

●コントローラは必ず D種（旧第 3種）接地工事をしてください。接地は、

感電防止、静電気帯電の防止、耐ノイズ性能の向上および不要な電磁

放射の抑制には必ず行わなければなりません。

（4）安全対策

●製品の動作中または動作できる状態の時は、ロボットの可動範囲に立

ち入ることができないような安全対策（安全防護柵など）を施してく

ださい。	

動作中のロボットに接触すると死亡または重傷を負うことがあります。

●運転中の非常事態に対し、直ちに停止することができるように非常停

止回路を必ず設けてください。

ロボットのご使用にあたり、各作業内容における共通注意事項を示します。

当社製品の安全に関する注意事項

No. 作業内容 注意事項

1 機種選定 ● 本製品は、高度な安全性を必要とする用途には企画、設計されていません

ので、人命を保証できません。従って、次のような用途には使用しないで

ください。

①人命および身体の維持、管理などに関わる医療機器

② 人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置

　(車両・鉄道施設・航空施設など )

③機械装置の重要保安部品 (安全装置など )

● 次のような環境では使用しないでください。

①可燃性ガス、発火物、引火物、爆発物などが存在する場所

②放射能に被爆する恐れがある場所

③周囲温度や相対湿度が仕様の範囲を超える場所

④直射日光や大きな熱源からの輻射熱が加わる場所

⑤温度変化が急激で結露するような場所

⑥腐食性ガス (硫酸、塩酸など )がある場所

⑦塵埃、塩分、鉄粉が多い場所

⑧本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

● 製品は仕様範囲外で使用しないでください。著しい寿命低下を招き、製品

故障や設備停止の原因となります。

2 運搬 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

●運搬時はぶつけたり落下したりせぬよう充分な配慮をしてください。

●運搬は適切な運搬手段を用いて行ってください。

●梱包の上には乗らないでください。

●梱包が変形するような重い物は載せないでください。

● 能力が 1t 以上のクレーンを使用する場合は、クレーン操作、玉掛けの有資

格者が作業を行ってください。

● クレーンなどを使用する場合は、クレーンなどの定格荷重を超える荷物は

絶対に吊らないでください。

● 荷物にふさわしい吊具を使用してください。吊具の切断荷重などに安全を

見込んでください。また、吊具に損傷がないか確認してください。

●吊った荷物に人は乗らないでください。

●荷物を吊ったまま放置しないでください。

●吊った荷物の下に入らないでください。

3 保管・保存 ● 保管・保存環境は設置環境に準じますが、特に結露の発生がないように配

慮してください。

4 据付け・

立ち上げ

(1) ロボット本体・コントローラ等の設置

● 製品 ( ワークを含む ) は、必ず確実な保持、固定を行ってください。製品

の転倒、落下、異常動作等によって破損およびけがをする恐れがあります。

● 製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。転倒事故、物の落

下によるけがや製品破損、製品の機能喪失・性能低下・寿命低下などの原

因となります。

●次のような場所で使用する場合は、遮蔽対策を十分行ってください。

①電気的なノイズが発生する場所

②強い電界や磁界が生じる場所

③電源線や動力線が近傍を通る場所

④水、油、薬品の飛沫がかかる場所



労働省告知第51号および労働省労働基準局長通達（基発第340号）により、以下の内容に該当するもの
は、産業用ロボットから除外されます。
（1）単軸ロボットでモータワット数が80W以下の製品
（2）多軸組合せロボットでX・Y・Z軸が300mm以内、かつ回転部が存在する場合はその先端を含

めた最大可動範囲が300mm立方以内の場合  

（3）多関節ロボットで可動半径およびZ軸が300mm以内の製品

当社カタログ掲載製品のうち産業用ロボットの該当機種は以下のとおりです。
1.　単軸ロボシリンダ
　　 RCS2／RCS2CR-SS8□でストローク300mmを超えるもの
2.　単軸ロボット
　　次の機種でストローク300mmを超え、かつモータ容量80Wを超えるもの
　　　ISA／ISPA，ISDA／ISPDA，ISWA／ISPWA，IF，FS，NS

3.　リニアサーボアクチュエータ
　　ストローク300mmを超える全機種
4.　直交ロボット
　　1～3項の機種のいづれかを1軸でも使用するもの
5.　IXスカラロボット
　　　　　IX-NNN（NNW,NNC）3515 

　　　　　IX-NNN（NNW,NNC）50□□／60□□／70□□／80□□
　　　　　IX-NSN5016／6016 

　　　　　 IX-TNN（UNN）3015／3515 

　　　　　 IX-HNN（INN）50□□／60□□／70□□／80□□

3.　当社の産業用ロボット該当機種 4.	 当社製品の安全に関する注意事項

ロボットのご使用にあたり、各作業内容における共通注意事項を示します。

No. 作業内容 注意事項

1 機種選定 ●本製品は、高度な安全性を必要とする用途には企画、設計されていま

せんので、人命を保証できません。従って、次のような用途には使用

しないでください。

①人命および身体の維持、管理などに関わる医療機器

②人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置（車両・鉄道施設・航空

施設など）

③機械装置の重要保安部品（安全装置など）

●次のような環境では使用しないでください。

①可燃性ガス、発火物、引火物、爆発物などが存在する場所

②放射能に被爆する恐れがある場所

③周囲温度や相対湿度が仕様の範囲を超える場所

④直射日光や大きな熱源からの輻射熱が加わる場所

⑤温度変化が急激で結露するような場所

⑥腐食性ガス（硫酸、塩酸など）がある場所

⑦塵埃、塩分、鉄粉が多い場所

⑧本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

●製品は仕様範囲外で使用しないでください。著しい寿命低下を招き、

製品故障や設備停止の原因となります。

2 運搬 ●運搬時はぶつけたり落下したりせぬよう充分な配慮をしてください。

●運搬は適切な運搬手段を用いて行ってください。

●梱包の上には乗らないでください。

●梱包が変形するような重い物は載せないでください。

3 保管 ●保管環境は設置環境に準じますが、特に結露の発生がないように配慮

してください

No. 作業内容 注意事項

4 据付け・

立ち上げ

（1）ロボット本体・コントローラ等の設置

●製品（ワークを含む）は、必ず確実な保持、固定を行ってください。

製品の転倒、落下、異常動作等によって破損およびけがをする恐れが

あります。

●製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。転倒事故、物

の落下によるけがや製品破損、製品の機能喪失・性能低下・寿命低下

などの原因となります。

●次のような場所で使用する場合は、遮蔽対策を十分行ってください。

①電気的なノイズが発生する場所

②強い電界や磁界が生じる場所

③電源線や動力線が近傍を通る場所

④水、油、薬品の飛沫がかかる場所

（2）ケーブル配線

●アクチュエータ～コントローラ間のケーブルやティーチングツールな

どのケーブルは当社の純正部品を使用してください。

●ケーブルに傷をつけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、巻きつけ

たり、挟み込んだり、重いものを載せたりしないでください。漏電や

導通不良による火災、感電、異常動作の原因になります。

●製品の配線は、電源をオフして誤配線がないように行ってください。

●直流電源（＋24V）を配線する時は、＋／－の極性に注意してください。

接続を誤ると火災、製品故障、異常動作の恐れがあります。

●ケーブルコネクタの接続は、抜け・ゆるみのないように確実に行って

ください。火災、感電、製品の異常動作の原因になります。

●製品のケーブルの長さを延長または短縮するために、ケーブルの切断

再接続は行わないでください。火災、製品の異常動作の原因になります。

（3）接地

●コントローラは必ず D種（旧第 3種）接地工事をしてください。接地は、

感電防止、静電気帯電の防止、耐ノイズ性能の向上および不要な電磁

放射の抑制には必ず行わなければなりません。

（4）安全対策

●製品の動作中または動作できる状態の時は、ロボットの可動範囲に立

ち入ることができないような安全対策（安全防護柵など）を施してく

ださい。	

動作中のロボットに接触すると死亡または重傷を負うことがあります。

●運転中の非常事態に対し、直ちに停止することができるように非常停

止回路を必ず設けてください。

No. 作業内容 注意事項

4 据付け・

立ち上げ

(2)ケーブル配線
● アクチュエータ～コントローラ間のケーブルやティーチングツールなどの

ケーブルは当社の純正部品を使用してください。
● ケーブルに傷をつけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、巻きつけたり、
挟み込んだり、重いものを載せたりしないでください。漏電や導通不良によ
る火災、感電、異常動作の原因になります。

●製品の配線は、電源をオフして誤配線がないように行ってください。
● 直流電源(+24V)を配線する時は、+/- の極性に注意してください。
　接続を誤ると火災、製品故障、異常動作の恐れがあります。
● ケーブルコネクタの接続は、抜け・ゆるみのないように確実に行ってください。
火災、感電、製品の異常動作の原因になります。

● 製品のケーブルの長さを延長または短縮するために、ケーブルの切断再接続
は行わないでください。火災、製品の異常動作の原因になります。

(3)接地
● コントローラは必ず D 種(旧第 3 種)接地工事をしてください。接地は、感
電防止、静電気帯電の防止、耐ノイズ性能の向上および不要な電磁放射の抑
制には必ず行わなければなりません。

(4)安全対策
● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、安

全を確認しながら作業を行ってください。
● 製品の動作中または動作できる状態の時は、ロボットの可動範囲に立ち入
ることができないような安全対策 (安全防護柵など )を施してください。 
動作中のロボットに接触すると死亡または重傷を負うことがあります。

● 運転中の非常事態に対し、直ちに停止することができるように非常停止回路
を必ず設けてください。

● 電源投入だけで起動しないよう安全対策を施してください。製品が急に起動
し、けがや製品破損の原因になる恐れがあります。

● 非常停止解除や停電後の復旧だけで起動しないよう、安全対策を施してくだ
さい。人身事故、装置の破損などの原因となります。

● 据付・調整などの作業を行う場合は、｢作業中、電源投入禁止 ｣などの表示
をしてください。不意の電源投入により感電やけがの恐れがあります。

● 停電時や非常停止時にワークなどが落下しないような対策を施してください。
● 必要に応じて保護手袋、保護めがね、安全靴を着用して安全を確保してくだ
さい。

● 製品の開口部に指や物を入れないでください。けが、感電、製品破損、火災
などの原因になります。

● 垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落下
して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。

5 教示 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、安
全を確認しながら作業を行ってください。

● 教示作業はできる限り安全防護柵外から行ってください。やむをえず安全防
護柵内で作業する時は、｢作業規定 ｣を作成して作業者への徹底を図ってく
ださい。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者は手元非常停止スイッチを携帯し、異
常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者以外に監視人をおいて、異常発生時に
はいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が不用意にスイッ
チ類を操作することのないよう監視してください。

●見やすい位置に｢作業中｣である旨の表示をしてください。
● 垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落下
して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。

※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。



No. 作業内容 注意事項

4 据付け・

立ち上げ

●電源投入だけで起動しないよう安全対策を施してください。製品が急

に起動し、けがや製品破損の原因になる恐れがあります。

●非常停止解除や停電後の復旧だけで起動しないよう、安全対策を施し

てください。人身事故、装置の破損などの原因となります。

●据付・調整などの作業を行う場合は、｢作業中、電源投入禁止 ｣などの

表示をしてください。不意の電源投入により感電やけがの恐れがあり

ます。

●停電時や非常停止時にワークなどが落下しないような対策を施してく

ださい。

●必要に応じて保護手袋、保護めがね、安全靴を着用して安全を確保し

てください。

●製品の開口部に指や物を入れないでください。けが、感電、製品破損、

火災などの原因になります。

5 教示 ●教示作業はできる限り安全防護柵外から行ってください。やむをえず

安全防護柵内で作業する時は、｢作業規定 ｣を作成して作業者への徹底

を図ってください。

●安全防護柵内で作業する時は、作業者は手元非常停止スイッチを携帯

し、異常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。

●安全防護柵内で作業する時は、作業者以外に監視人をおいて、異常発

生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が

不用意にスイッチ類を操作することのないよう監視してください。

●見やすい位置に｢作業中 ｣である旨の表示をしてください。

※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。

6 確認運転 ●教示およびプログラミング後は、1ステップずつ確認運転をしてから自

動運転に移ってください。

●安全防護柵内で確認運転をする時は、教示作業と同様にあらかじめ決

められた作業手順で作業を行ってください。

●プログラム動作確認は、必ずセーフティ速度で行ってください。プロ

グラムミスなどによる予期せぬ動作で事故をまねく恐れがあります。

●通電中に端子台や各種設定スイッチに触れないでください。感電や異

常動作の恐れがあります。

No. 作業内容 注意事項

6 確認運転 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

● 教示およびプログラミング後は、1 ステップずつ確認運転をしてから自動

運転に移ってください。

● 安全防護柵内で確認運転をする時は、教示作業と同様にあらかじめ決めら

れた作業手順で作業を行ってください。

● プログラム動作確認は、必ずセーフティ速度で行ってください。プログラ

ムミスなどによる予期せぬ動作で事故をまねく恐れがあります。

● 通電中に端子台や各種設定スイッチに触れないでください。感電や異常動

作の恐れがあります。

7 自動運転 ● 自動運転を開始する前には、安全防護柵内に人がいないことを確認してく

ださい。

● 自動運転を開始する前には、関連周辺機器がすべて自動運転に入ることの

できる状態にあり、異常表示がないことを確認してください。

●自動運転の開始操作は、必ず安全防護柵外から行うようにしてください。

● 製品に異常な発熱、発煙、異臭、異音が生じた場合は、直ちに停止して電

源スイッチをオフしてください。火災や製品破損の恐れがあります。

● 停電した時は電源スイッチをオフしてください。停電復旧時に製品が突然

動作し、けがや製品破損の原因になることがあります。

8 保守・点検 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、
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● 作業はできる限り安全防護柵外から行ってください。やむをえず安全防護
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ださい。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者は手元非常停止スイッチを携帯し、

異常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者以外に監視人をおいて、異常発生時

にはいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が不用意に

スイッチ類を操作することのないよう監視してください。

●見やすい位置に ｢作業中 ｣である旨の表示をしてください。

● ガイド用およびボールネジ用グリースは、各機種の取扱説明書により適切

なグリースを使用してください。

●絶縁耐圧試験は行わないでください。製品の破損の原因になることがあり 
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※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。

9 改造・分解 ● お客様の独自の判断に基づく改造、分解組立て、指定外の保守部品の使用

は行わないでください。

10 廃棄 ● 製品が使用不能、または不要になって廃棄する場合は、産業廃棄物として

適切な廃棄処理をしてください。

● 製品の廃棄時は、火中に投じないでください。製品が破裂したり、有毒ガ

スが発生する恐れがあります。
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取扱い上の注意

1.	 単体での取扱い

1.1	 梱包状態での取扱い

　特にご指定がない場合、出荷は単軸の場合は各軸に梱包しております。

極力ぶつけたり落下せぬよう運搬取扱いには充分な配慮をお願い致します。

・	重い梱包は作業者一人では持ち運ばないでください。

・	静置する時は水平な床面に置いてください。

・	梱包の上に乗らないでください。

・	梱包が変形するような重いもの、あるいは荷重の集中する品物を乗せないでください。

・	ケーブルベア、ガイドレールは、破損や変形が起こりやすいため、無理な力を加えないよう、

特に取り扱いに注意してください。

1.2	 梱包から出した状態での取扱い

アクチュエータを梱包から出して取扱う際はベース部分を持って扱ってください。

・	持ち運びの際、ぶつけたりせぬ様ご注意下さい。特にエンドブラケット、エンドカバー、

ガイドレールにご注意願います。

・	アクチュエータの各部に無理な力を加えないで下さい。特にスクリュウカバーやケーブル

にご注意願います。



2.	 組付け状態での取扱い

アクチュエータの各軸を組み付けた状態で運搬する際は次のことに注意してください。

2.1	 弊社より組付けた状態での出荷の場合

組み付けをご指定いただいた機械は弊社にて組み付け後、出荷試験を行い、角材の土台に外枠

を打付けた梱包をしてお届けしております。

組合せアクチュエータがスライダタイプの場合は、梱包は運搬中にスライダが不用意に移動せ

ぬよう固定してあります。また組合せユニットのアクチュエータの場合、先端部が外部振動に

より大きく振れぬよう固定してあります。

・	この梱包は落下あるいは衝突による衝撃に耐えるための特別な配慮をしておりません。取

り扱いは慎重に行ってください。また外枠は上積み荷重には耐えられませんので、上に重

量物を乗せないでください。

・	ベルト等で吊り上げる場合は角材の土台下面の補強枠から支えてください。フォークで持

ち上げる場合も同様に角材の土台下面から持ち上げてください。

・	下ろす際には衝撃が加わらないように扱ってください。

2.2	 梱包から出した状態での取扱い

弊社より組付け状態で出荷した機械を開梱後運搬する場合は、以下の注意事項に従ってお取扱

いください。

・	運搬中にスライダが不用意に移動しないように固定してください。

・	アクチュエータの先端部が張り出している場合、外部振動により先端が大きく振れないよ

う適切な固定をしてください。先端を固定しない状態での運搬では０．３Ｇ以上の衝撃を加

えぬようにしてください。

・	アクチュエータを含む周辺機器をベルト等で吊り下げる際はアクチュエータ本体に直接ベ

ルトを掛けたり、ベルトが触れたりしないようにしてください。

・	ベルトは適切な緩衝材を使用して荷重をベース本体で受けるようにしてください。

・	Ｙ軸は先端を別のベルトで支え、安定した水平姿勢を保持するようにしてください。また

この時スクリューカバーに荷重が加わらぬように注意してください。

・	本体の各部ブラケット、カバー、あるいはコネクタボックスに負荷が掛からないようにし

てください。	

またケーブルが挟まれたり、無理な変形をしたりしないようにしてください。

3.	 周辺機器と組付け状態での取扱い

御社にて組付けを行なった機械を、組付けたままで運搬する場合も[2.2　梱包から出した状

態での取扱い]の注意事項に従ってお取扱いください。
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1.	 各部の名称

アクチュエータ各部の名称を次に示します。

本説明書ではアクチュエータを水平に置いた状態で上面かつ原点側からアクチュエータを見て

左右を表します。また前面とは反原点側を意味します。

（注）シングルスライダ仕様の原点側は、社内ロゴマークが表示されている側です。

※詳細図は、[2.外形図 ]を参照してください。
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②エンコーダケーブル
型式：CB-X2-PA□□□
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メカ側（正面図）

（15）

（正面図）プラグハウジング：ＸＭＰ－０９Ｖ（日圧）
ソケットコンタクト：ＢＸＡ－００１Ｔ－Ｐ０．６（日圧）×１８
リテーナ：ＸＭＳ－０９Ｖ（日圧）
注６：圧着機は、コネクタメーカ推奨品を使用のこと。
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4.	 オプション

4.1	 ケーブルベアの取付け方向

シングルスライダの場合、ケーブルベアを取り付ける方向をオプションで指定できます。

①標準方向	 	 ②勝手違い方向

　オプション型式：	ＣＴ１(標準ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱ )	 　オプション型式：	ＣＴ２(標準ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱ )

	 ＥＴ１(拡張ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱ )	 	 ＥＴ２(拡張ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱ )

③標準、原点逆方向		 ④勝手違い、原点逆方向

　オプション型式：	ＣＴ３(標準ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱ )	 　オプション型式：	ＣＴ４(標準ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱ )

	 ＥＴ３(拡張ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱ )	 	 ＥＴ４(拡張ｹｰﾌﾞﾙﾍﾞｱ )
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4.2	 拡張ケーブルベア

ナット回転アクチュエータ大型タイプに標準で取り付けられているケーブルベアは、ナット回

転アクチュエータ本体の配線専用で、お客様の配線を入れるスペースがありません。	

お客様の配線を入れる拡張ケーブルをオプションで用意しております。	

小型、中型タイプには、お客様のケーブルを入れるスペースがあります。次ページを参照くだ

さい。

拡張ケーブルベア

オプション型式
ケーブルベア取付け方向

ＥＴ１ 標準方向

ＥＴ２ 勝手違い方向

ＥＴ３ 標準、原点逆方向

ＥＴ４ 勝手違い、原点逆方向

拡張ケーブルベア仕様（オプション）に、ケーブル・ホースを収納する際の留意点を、

下記に示します。

①	ケーブル・ホースの外径と内壁との隙間及びケーブル・ホース間の隙間は2mm以上

としてください。

②	ケーブル・ホースは外径Φ 16.8以下とし、水平に並べてお互いに交わらないよう

にしてください。

上記を考慮せずにケーブル・ホースを収納した場合は、ケーブルに無理な力が働き寿

命が著しく短くなりますのでご注意ください。
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4.2	 拡張ケーブルベア

ナット回転アクチュエータ大型タイプに標準で取り付けられているケーブルベアは、ナット回

転アクチュエータ本体の配線専用で、お客様の配線を入れるスペースがありません。	

お客様の配線を入れる拡張ケーブルをオプションで用意しております。	

小型、中型タイプには、お客様のケーブルを入れるスペースがあります。次ページを参照くだ

さい。

拡張ケーブルベア

オプション型式
ケーブルベア取付け方向

ＥＴ１ 標準方向

ＥＴ２ 勝手違い方向

ＥＴ３ 標準、原点逆方向

ＥＴ４ 勝手違い、原点逆方向

拡張ケーブルベア仕様（オプション）に、ケーブル・ホースを収納する際の留意点を、

下記に示します。

①	ケーブル・ホースの外径と内壁との隙間及びケーブル・ホース間の隙間は2mm以上

としてください。

②	ケーブル・ホースは外径Φ 16.8以下とし、水平に並べてお互いに交わらないよう

にしてください。

上記を考慮せずにケーブル・ホースを収納した場合は、ケーブルに無理な力が働き寿

命が著しく短くなりますのでご注意ください。



4. 

オ
プ
シ
ョ
ン

20 21

小型タイプ、大型タイプの標準ケーブルベアの空きスペースを表示します。
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小型タイプ、大型タイプの標準ケーブルベアに、ケーブル・ホースを収納する際の留

意点を、下記に示します。

①	ケーブル・ホースの外径と内壁との隙間及びケーブル・ホース間の隙間は2mm 以上

としてください。

②	ケーブル・ホースは外径Φ 12.0以下とし、水平に並べてお互いに交わらないよう

にしてください。

上記を考慮せずにケーブル・ホースを収納した場合は、ケーブルに無理な力が働き寿

命が著しく短くなりますのでご注意ください。
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小型タイプ、大型タイプの標準ケーブルベアの空きスペースを表示します。
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14

22
40

小型タイプ、大型タイプの標準ケーブルベアに、ケーブル・ホースを収納する際の留

意点を、下記に示します。

①	ケーブル・ホースの外径と内壁との隙間及びケーブル・ホース間の隙間は2mm 以上

としてください。

②	ケーブル・ホースは外径Φ 12.0以下とし、水平に並べてお互いに交わらないよう

にしてください。

上記を考慮せずにケーブル・ホースを収納した場合は、ケーブルに無理な力が働き寿

命が著しく短くなりますのでご注意ください。
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4.3	 クリープセンサ

原点復帰を高速で行うためのセンサです。

原点復帰は、ストロークエンドのストッパにスライダを押し当てて反転させる方式で行ってい

るため。原点復帰速度は、１０～２０mm/secに押えられています。

ストロークが長いタイプでは、原点復帰時間が長くなります。

クリープセンサは、原点復帰時間を短縮するために使用する近接センサです。

クリープセンサの手前までは、高速でスライダを戻し、クリープセンサ感知後は、速度を落と

して原点復帰を行うため、原点復帰の時間が短縮されます。

4.4	 リミットスイッチ

リミットスイッチは、原点復帰動作をメカストッパに押し当てる押し当て方式ではなく、近接

センサで感知して反転させる方式にするために使用します。

リミットスイッチは、ＨＯＭＥ（原点側）、＋ＯＴ（反モータ側オーバートラブル）、－ＯＴ（モー

タ側オーバートラブル）の３箇所に取り付けられます。

反転位置の微調整を行いたい場合や確実性を高めたい場合に使用できます。

ただし、原点側のリミットスイッチを大きく移動するとストロークが短縮する場合があります。

ご注意ください。

ストロークの長い軸で原点復帰を行うと、メカエンドまで

到達するのに時間がかかる

メカエンドの手前にセンサを設け、そのセンサを感知したら

速度を落として通常の原点復帰動作を行う。

クリープセンサ
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5.	 開梱後の確認

開梱後、製品の状態や品目をご確認ください

5.1	 構成品

番号 品　名 備　考

1 アクチュエータ本体 型式銘板の見方、型式の見方を

ご参照ください。

付属品

2 モータケーブル CB-X-MA□□□

3 エンコーダケーブル 標準仕様 CB-X2-PA□□□

リミットスイッチ付き CB-X2-PLA□□□

4 取扱説明書

5.2	 本製品関連の取扱説明書

番号 名　称 管理番号

1 XSEL-P/Qコントローラ取扱説明書 MJ0148

2 SSELコントローラ取扱説明書 MJ0157

3 SCONコントローラ取扱説明書 MJ0161

4 XSEL-コントローラ P/Q/PX/QX	RCゲートウェイ機能	取扱説明書 MJ0188

5 パソコン対応ソフト	IA-101-X-MW/	IA-101-X-USBMW取扱説明書 MJ0154

6 ティーチングボックス	SEL-T/TD取扱説明書 MJ0183

7 ティーチングボックス	IA-T-X/XD取扱説明書 MJ0160

8 DeviceNet取扱説明書 MJ0124

9 CC-Link取扱説明書 MJ0123

10 ProfiBus-DP取扱説明書 MJ0153

11 Ethernet取扱説明書 MJ0140

5.3	 型式銘板の見方

	 型式

	 シリアル番号

NS-LXMS-I-400-20-1000-T2-S-AQ-CT1-RT
600090252
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5.	 開梱後の確認

開梱後、製品の状態や品目をご確認ください

5.1	 構成品

番号 品　名 備　考

1 アクチュエータ本体 型式銘板の見方、型式の見方を

ご参照ください。

付属品

2 モータケーブル CB-X-MA□□□

3 エンコーダケーブル 標準仕様 CB-X2-PA□□□

リミットスイッチ付き CB-X2-PLA□□□

4 取扱説明書

5.2	 本製品関連の取扱説明書

番号 名　称 管理番号

1 XSEL-P/Qコントローラ取扱説明書 MJ0148

2 SSELコントローラ取扱説明書 MJ0157

3 SCONコントローラ取扱説明書 MJ0161

4 XSEL-コントローラ P/Q/PX/QX	RCゲートウェイ機能	取扱説明書 MJ0188

5 パソコン対応ソフト	IA-101-X-MW/	IA-101-X-USBMW取扱説明書 MJ0154

6 ティーチングボックス	SEL-T/TD取扱説明書 MJ0183

7 ティーチングボックス	IA-T-X/XD取扱説明書 MJ0160

8 DeviceNet取扱説明書 MJ0124

9 CC-Link取扱説明書 MJ0123

10 ProfiBus-DP取扱説明書 MJ0153

11 Ethernet取扱説明書 MJ0140

5.3	 型式銘板の見方

	 型式

	 シリアル番号

NS-LXMS-I-400-20-1000-T2-S-AQ-CT1-RT
600090252

�� ��

5.4	 型式の見方

ボール保持機構付きガイド

＜オプション＞
Ｂ：ブレーキ付き※１

Ｃ：クリープセンサ
Ｌ：リミットスイッチ

・標準ケーブルベア方向
ＣＴ１：標準方向
ＣＴ２：勝手違い方向
ＣＴ３：標準、原点逆方向
ＣＴ４：勝手違い、原点逆方向

・拡張ケーブルベア方向
ＥＴ１：標準方向
ＥＴ２：勝手違い方向
ＥＴ３：標準、原点逆方向
ＥＴ４：勝手違い、原点逆方向

ＡＱシール

＜ケーブル長＞
Ｎ：なし
Ｓ：５ｍ
Ｍ：１０ｍ
Ｘ□□：長さ指定

＜適応コントローラ＞
Ｔ２：SCON、SSEL、
　　　XSEL-P/Q

＜ストローク＞

＜シリーズ名＞

＜タイプ＞
小型タイプ
ＳＸＭＳ
ＳＸＭＭ
ＳＺＭＳ
ＳＺＭＭ

中型タイプ
ＭＸＭＳ
ＭＸＭＭ
ＭＸＭＸＳ
ＭＺＭＳ
ＭＺＭＭ

大型タイプ
ＬＸＭＳ
ＬＸＭＭ
ＬＸＭＸＳ
ＬＺＭＳ
ＬＺＭＭ

＜エンコーダ種類＞
Ｉ：インクリメンタル

＜対応ドライバ＞
小型タイプ
　６０：６０Ｗ

中型タイプ
２００：２００Ｗ

大型タイプ
４００：４００Ｗ

＜リード＞
小型タイプ
 １２

中型タイプ
ＭＸＭＳ、ＭＸＭＭ、ＭＸＭＸＳ
 ２０／３０
ＭＺＭＳ、ＭＺＭＭ
 ２０

大型タイプ
ＬＸＭＳ、ＬＸＭＭ、ＬＸＭＸＳ
 ２０／４０
ＬＺＭＳ、ＬＺＭＭ
 ２０

※１　垂直仕様のＳＺＭＳ、ＳＺＭＭ、ＭＺＭＳ、ＭＺＭＭ、ＬＺＭＳ、ＬＺＭＭは、標準装備。

ＮＳ－ＬＸＭＳ－Ｉ－４００－２０－１０００－Ｔ２－Ｓ－ＡＱ－ＣＴ１－ＲＴ
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6.	 仕様

6.1	 小型タイプ

型式 単位 ＳＸＭＳ

水平仕様

ＳＸＭＭ

水平仕様

ＳＺＭＳ

垂直仕様

ＳＺＭＭ

垂直仕様

リード 12 12 12 12

ストローク ｍｍ 400～ 800 230～ 830 420～ 820 220～ 820

定格推力 Ｎ 70.8 70.8 70.8 70.8

最大速度 ｍｍ /ｓｅｃ 720 720 600 600

定格加速度※3 Ｇ 0.3 0.3 0.3 0.3

最大加減速度※3 Ｇ 0.8 0.8 0.7 0.7

定格加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ 15

(水平使用時)

15

(水平使用時)

3

（垂直使用時）

3

（垂直使用時）

最大加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ 0.5 0.5 0.5 0.5

繰返し位置決め

精度

ｍｍ ± 0.02 ± 0.02 ± 0.02 ± 0.02

負荷モーメント※1 Ｎ．ｍ

（ｋｇｆ・ｃｍ）

Ma：28.4(2.9) Ma：28.4(2.9) Ma：28.4(2.9) Ma：28.4(2.9)

Mb：40.2(4.1) Mb：40.2(4.1) Mb：40.2(4.1) Mb：40.2(4.1)

Mc：65.7(6.7) Mc：65.7(6.7) Mc：33.3(3.4) Mc：33.3(3.4)

張出負荷長 ｍｍ Ma方向：

450以下

Ma方向：

450以下

Ma方向：

450以下

Ma方向：

450以下

Mb、Mc方向：

450以下

Mb、Mc方向：

450以下

Mb、Mc方向：

450以下

Mb、Mc方向：

450以下

※ 1	 加速度 0.3G、最高速度の時の値です。

※ 2	 速度は最高速度です。

※ 3	 加減速度と可搬重量の関係を、次の表に示します。	

保証値ではありません。目安としてご使用ください。	

加速度が定格加速度以下でも、可搬質量は定格加速度の可搬質量と同じです。

タイプ リード 最高速度 加速度別可搬別可搬質量(kg)

0.3G 0.4G 0.5G 0.6G 0.7G 0.8G

ＳＸＭＳ

ＳＸＭＭ

12mm 720mm/sec 15 7 5 3 1 0.5

ＳＺＭＳ

ＳＺＭＭ

12mm 600mm/sec 3 2 1.5 1 0.5

注意：・	各々のアクチュエータに関して最高速度の制限を守って使用してください。

・	尚、設置状態及び動作条件によっては上記速度範囲内でも共振が発生する場合があります。

・	ボールネジ軸の共振により騒音レベルの増加や振動の発生の原因となり機械寿命を短くする

恐れがありますので注意してください。

・	アクチュエータを各々で独立運転する場合は、最大速度以内（上記表参照）で、複数のアクチュ

エータを同期運転する場合は使用するアクチュエータのなかで一番低い最高速度の設定のも

に合わせてプログラムを作成して下さる様にお願い致します。

・	プログラムの作成にあたってはアクチュエータの最大速度を確認してからプログラムを作成

する事をお願い致します。
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6.	 仕様

6.1	 小型タイプ

型式 単位 ＳＸＭＳ

水平仕様

ＳＸＭＭ

水平仕様

ＳＺＭＳ

垂直仕様

ＳＺＭＭ

垂直仕様

リード 12 12 12 12

ストローク ｍｍ 400～ 800 230～ 830 420～ 820 220～ 820

定格推力 Ｎ 70.8 70.8 70.8 70.8

最大速度 ｍｍ /ｓｅｃ 720 720 600 600

定格加速度※3 Ｇ 0.3 0.3 0.3 0.3

最大加減速度※3 Ｇ 0.8 0.8 0.7 0.7

定格加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ 15

(水平使用時)

15

(水平使用時)

3

（垂直使用時）

3

（垂直使用時）

最大加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ 0.5 0.5 0.5 0.5

繰返し位置決め

精度

ｍｍ ± 0.02 ± 0.02 ± 0.02 ± 0.02

負荷モーメント※1 Ｎ．ｍ

（ｋｇｆ・ｃｍ）

Ma：28.4(2.9) Ma：28.4(2.9) Ma：28.4(2.9) Ma：28.4(2.9)

Mb：40.2(4.1) Mb：40.2(4.1) Mb：40.2(4.1) Mb：40.2(4.1)

Mc：65.7(6.7) Mc：65.7(6.7) Mc：33.3(3.4) Mc：33.3(3.4)

張出負荷長 ｍｍ Ma方向：

450以下

Ma方向：

450以下

Ma方向：

450以下

Ma方向：

450以下

Mb、Mc方向：

450以下

Mb、Mc方向：

450以下

Mb、Mc方向：

450以下

Mb、Mc方向：

450以下

※ 1	 加速度 0.3G、最高速度の時の値です。

※ 2	 速度は最高速度です。

※ 3	 加減速度と可搬重量の関係を、次の表に示します。	

保証値ではありません。目安としてご使用ください。	

加速度が定格加速度以下でも、可搬質量は定格加速度の可搬質量と同じです。

タイプ リード 最高速度 加速度別可搬別可搬質量(kg)

0.3G 0.4G 0.5G 0.6G 0.7G 0.8G

ＳＸＭＳ

ＳＸＭＭ

12mm 720mm/sec 15 7 5 3 1 0.5

ＳＺＭＳ

ＳＺＭＭ

12mm 600mm/sec 3 2 1.5 1 0.5

注意：・	各々のアクチュエータに関して最高速度の制限を守って使用してください。

・	尚、設置状態及び動作条件によっては上記速度範囲内でも共振が発生する場合があります。

・	ボールネジ軸の共振により騒音レベルの増加や振動の発生の原因となり機械寿命を短くする

恐れがありますので注意してください。

・	アクチュエータを各々で独立運転する場合は、最大速度以内（上記表参照）で、複数のアクチュ

エータを同期運転する場合は使用するアクチュエータのなかで一番低い最高速度の設定のも

に合わせてプログラムを作成して下さる様にお願い致します。

・	プログラムの作成にあたってはアクチュエータの最大速度を確認してからプログラムを作成

する事をお願い致します。
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6.2	 中型タイプ

型式 単位 ＭＸＭＳ

水平仕様

ＭＸＭＭ

水平仕様

リード 20 30 20 30

ストローク ｍｍ 500～ 1500 500～ 1500 330～ 1530 330～ 1530

定格推力 Ｎ 170.9 113.9 170.9 113.9

最大速度 ｍｍ /ｓｅｃ 1200 1800 1200 1800

定格加速度※3 Ｇ 0.3 0.3 0.3 0.3

最大加減速度※3 Ｇ

定格加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ 40

(水平使用時)

25

(水平使用時)

40

(水平使用時)

25

(水平使用時)

最大加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ

繰返し位置決め

精度

ｍｍ ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01

負荷モーメント※1 Ｎ．ｍ

（ｋｇｆ・ｃｍ）

Ma：

69.6(7.1)

Ma：

69.6(7.1)

Ma：

69.6(7.1)

Ma：

69.6(7.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mc：

161.7(16.5)

Mc：

161.7(16.5)

Mc：

161.7(16.5)

Mc：

161.7(16.5)

張出負荷長 ｍｍ Ma方向：

600以下

Ma方向：

600以下

Ma方向：

600以下

Ma方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

※ 1	 加速度 0.3G、最高速度の時の値です。

※ 2	 速度は最高速度です。

※ 3	 加減速度と可搬重量の関係を、次の表に示します。	

保証値ではありません。目安としてご使用ください。	

加速度が定格加速度以下でも、可搬質量は定格加速度の可搬質量と同じです。

タイプ リード 最高速度 加速度別可搬別可搬質量(kg)

0.3G 0.4G 0.5G 0.6G 0.7G 0.8G 0.9G 1.0G

ＭＸＭＳ 20mm 1200mm/sec 40 28 18 10 5 2.5

ＭＸＭＭ 30mm 1800mm/sec 25 16 10 6 3.5 2 1 0.5

注意：・	各々のアクチュエータに関して最高速度の制限を守って使用してください。

・	尚、設置状態及び動作条件によっては上記速度範囲内でも共振が発生する場合があります。

・	ボールネジ軸の共振により騒音レベルの増加や振動の発生の原因となり機械寿命を短くする

恐れがありますので注意してください。

・	アクチュエータを各々で独立運転する場合は、最大速度以内（上記表参照）で、複数のアクチュ

エータを同期運転する場合は使用するアクチュエータのなかで一番低い最高速度の設定のも

に合わせてプログラムを作成して下さる様にお願い致します。

・	プログラムの作成にあたってはアクチュエータの最大速度を確認してからプログラムを作成

する事をお願い致します。

0.8

2.5 2.50.5 0.5
( 水平使用時 ) ( 水平使用時 )( 水平使用時 ) ( 水平使用時 )

0.81.0 1.0
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型式 単位 ＭＸＭＸＳ

水平仕様

ＭＺＭＳ

垂直仕様

ＭＺＭＭ

垂直仕様

リード 20 30 20 20

ストローク ｍｍ 1600～ 2200 1600～ 2200 510～ 810 510～ 810

定格推力 Ｎ 170.9 113.9 170.9 170.9

最大速度 ｍｍ /ｓｅｃ 1200 1800 1000 1000

定格加速度※3 Ｇ 0.3 0.3 0.3 0.3

最大加減速度※3 Ｇ

定格加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ 40

(水平使用時)

40

(水平使用時)

6

(垂直使用時)

6

(垂直使用時)

最大加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ

繰返し位置決め

精度

ｍｍ ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01

負荷モーメント※1 Ｎ．ｍ

（ｋｇｆ・ｃｍ）

Ma：

69.6(7.1)

Ma：

69.6(7.1)

Ma：

69.6(7.1)

Ma：

69.6(7.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mc：

161.7(16.5)

Mc：

161.7(16.5)

Mc：

81.3(8.3)

Mc：

81.3(8.3)

張出負荷長 ｍｍ Ma方向：

600以下

Ma方向：

600以下

Ma方向：

600以下

Ma方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

※ 1	 加速度 0.3G、最高速度の時の値です。

※ 2	 速度は最高速度です。

※ 3	 加減速度と可搬重量の関係を、次の表に示します。	

保証値ではありません。目安としてご使用ください。	

加速度が定格加速度以下でも、可搬質量は定格加速度の可搬質量と同じです。	

中間サポート付きタイプの最大加速度が定格加速度と同じですので、最大加速時の可搬質量も定格質量

となります。

タイプ リード 最高速度 加速度別可搬別可搬質量(kg)

0.3G 0.4G 0.5G

ＭＺＭＳ

ＭＺＭＭ

20mm 1000mm/sec 6 4 3

注意：・	各々のアクチュエータに関して最高速度の制限を守って使用してください。

・	尚、設置状態及び動作条件によっては上記速度範囲内でも共振が発生する場合があります。

・	ボールネジ軸の共振により騒音レベルの増加や振動の発生の原因となり機械寿命を短くする

恐れがありますので注意してください。

・	アクチュエータを各々で独立運転する場合は、最大速度以内（上記表参照）で、複数のアクチュ

エータを同期運転する場合は使用するアクチュエータのなかで一番低い最高速度の設定のも

に合わせてプログラムを作成して下さる様にお願い致します。

・	プログラムの作成にあたってはアクチュエータの最大速度を確認してからプログラムを作成

する事をお願い致します。

0.3

40 325

25

3
( 水平使用時 ) ( 垂直使用時 )( 水平使用時 ) ( 垂直使用時 )

0.50.3 0.5

300 800

タイプ リード 最高速度
加速度別可搬別可搬質量〔kg〕

0.3G 0.4G 0.5G

MXMXS 20mm 1200mm/sec 40 - -
30mm 1800mm/sec 25 - -

MZMS
MZMM 20mm 1000mm/sec 6 4 3
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型式 単位 ＭＸＭＸＳ

水平仕様

ＭＺＭＳ

垂直仕様

ＭＺＭＭ

垂直仕様

リード 20 30 20 20

ストローク ｍｍ 1600～ 2200 1600～ 2200 510～ 810 510～ 810

定格推力 Ｎ 170.9 113.9 170.9 170.9

最大速度 ｍｍ /ｓｅｃ 1200 1800 1000 1000

定格加速度※3 Ｇ 0.3 0.3 0.3 0.3

最大加減速度※3 Ｇ

定格加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ 40

(水平使用時)

40

(水平使用時)

6

(垂直使用時)

6

(垂直使用時)

最大加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ

繰返し位置決め

精度

ｍｍ ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01

負荷モーメント※1 Ｎ．ｍ

（ｋｇｆ・ｃｍ）

Ma：

69.6(7.1)

Ma：

69.6(7.1)

Ma：

69.6(7.1)

Ma：

69.6(7.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mb：

99.0(10.1)

Mc：

161.7(16.5)

Mc：

161.7(16.5)

Mc：

81.3(8.3)

Mc：

81.3(8.3)

張出負荷長 ｍｍ Ma方向：

600以下

Ma方向：

600以下

Ma方向：

600以下

Ma方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

Mb、Mc方向：

600以下

※ 1	 加速度 0.3G、最高速度の時の値です。

※ 2	 速度は最高速度です。

※ 3	 加減速度と可搬重量の関係を、次の表に示します。	

保証値ではありません。目安としてご使用ください。	

加速度が定格加速度以下でも、可搬質量は定格加速度の可搬質量と同じです。	

中間サポート付きタイプの最大加速度が定格加速度と同じですので、最大加速時の可搬質量も定格質量

となります。

タイプ リード 最高速度 加速度別可搬別可搬質量(kg)

0.3G 0.4G 0.5G

ＭＺＭＳ

ＭＺＭＭ

20mm 1000mm/sec 6 4 3

注意：・	各々のアクチュエータに関して最高速度の制限を守って使用してください。

・	尚、設置状態及び動作条件によっては上記速度範囲内でも共振が発生する場合があります。

・	ボールネジ軸の共振により騒音レベルの増加や振動の発生の原因となり機械寿命を短くする

恐れがありますので注意してください。

・	アクチュエータを各々で独立運転する場合は、最大速度以内（上記表参照）で、複数のアクチュ

エータを同期運転する場合は使用するアクチュエータのなかで一番低い最高速度の設定のも

に合わせてプログラムを作成して下さる様にお願い致します。

・	プログラムの作成にあたってはアクチュエータの最大速度を確認してからプログラムを作成

する事をお願い致します。

�� ��

6.3	 大型タイプ

型式 単位 ＬＸＭＳ

水平仕様

ＬＸＭＭ

水平仕様

リード 20 40 20 40

ストローク ｍｍ 500～ 2200 500～ 2200 250～ 2250 250～ 2250

定格推力 Ｎ 340.1 170.0 340.1 170.0

最大速度 ｍｍ /ｓｅｃ 1300 2400 1300 2400

定格加速度※3 Ｇ 0.3 0.3 0.3 0.3

最大加減速度※3 Ｇ 1.0 1.0 1.0 1.0

定格加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ 80

(水平使用時)

40

(水平使用時)

80

(水平使用時)

40

(水平使用時)

最大加速時の

可搬重量※2

ｋｇｆ 24

(水平使用時)

10

(水平使用時)

24

(水平使用時)

10

(水平使用時)

繰返し位置決め

精度

ｍｍ ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01

負荷モーメント※1 Ｎ．ｍ

（ｋｇｆ・ｃｍ）

Ma：

104.9(10.7)

Ma：

104.9(10.7)

Ma：

104.9(10.7)

Ma：

104.9(10.7)

Mb：

149.9(15.3)

Mb：

149.9(15.3)

Mb：

149.9(15.3)

Mb：

149.9(15.3)

Mc：

248.9(25.4)

Mc：

248.9(25.4)

Mc：

248.9(25.4)

Mc：

248.9(25.4)

張出負荷長 ｍｍ Ma方向：

750以下

Ma方向：

750以下

Ma方向：

750以下

Ma方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

※ 1	 加速度 0.3G、最高速度の時の値です。

※ 2	 速度は最高速度です。

※ 3	 加減速度と可搬重量の関係を、次の表に示します。	

保証値ではありません。目安としてご使用ください。	

加速度が定格加速度以下でも、可搬質量は定格加速度の可搬質量と同じです。

タイプ リード 最高速度 加速度別可搬別可搬質量(kg)

0.3G 0.4G 0.5G 0.6G 0.7G 0.8G 0.9G 1.0G

ＬＸＭＳ

ＬＸＭＭ

20mm 2400mm/sec 80 60 48 40 34 30 27 24

40mm 1200mm/sec 40 30 25 20 17 15 13 10

注意：・	各々のアクチュエータに関して最高速度の制限を守って使用してください。

・	尚、設置状態及び動作条件によっては上記速度範囲内でも共振が発生する場合があります。

・	ボールネジ軸の共振により騒音レベルの増加や振動の発生の原因となり機械寿命を短くする

恐れがありますので注意してください。

・	アクチュエータを各々で独立運転する場合は、最大速度以内（上記表参照）で、複数のアクチュ

エータを同期運転する場合は使用するアクチュエータのなかで一番低い最高速度の設定のも

に合わせてプログラムを作成して下さる様にお願い致します。

・	プログラムの作成にあたってはアクチュエータの最大速度を確認してからプログラムを作成

する事をお願い致します。

1300mm/sec

2400mm/sec
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型式 単位 ＬＸＭＸＳ

水平仕様

ＬＺＭＳ

垂直仕様

ＬＺＭＭ

垂直仕様

リード 20 40 20 20

ストローク ｍｍ 2300～ 3000 2300～ 3000 500～ 1000 250～ 950

定格推力 Ｎ 340.1 170.0 340.1 340.1

最大速度 ｍｍ /ｓｅｃ 1300 2400 1000 1000

定格加速度※3 Ｇ 0.3 0.3 0.3 0.3

最大加減速度※3 Ｇ 0.3 0.3 0.8 0.8

定格加速時の可

搬重量※2

ｋｇｆ 80

(水平使用時)

40

(水平使用時)

16

(垂直使用時)

16

(垂直使用時)

最大加速時の可

搬重量※2

ｋｇｆ 80

(水平使用時)

40

(水平使用時)

6

(垂直使用時)

6

(垂直使用時)

繰返し位置決め

精度

ｍｍ ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01

負荷モーメント※1 Ｎ．ｍ

（ｋｇｆ・ｃｍ）

Ma：

104.9(10.7)

Ma：

104.9(10.7)

Ma：

104.9(10.7)

Ma：

104.9(10.7)

Mb：

149.9(15.3)

Mb：

149.9(15.3)

Mb：

149.9(15.3)

Mb：

149.9(15.3)

Mc：

248.9(25.4)

Mc：

248.9(25.4)

Mc：

248.9(25.4)

Mc：

248.9(25.4)

張出負荷長 ｍｍ Ma方向：

750以下

Ma方向：

750以下

Ma方向：

750以下

Ma方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

※ 1	 加速度 0.3G、最高速度の時の値です。

※ 2	 速度は最高速度です。

※ 3	 加減速度と可搬重量の関係を、次の表に示します。	

保証値ではありません。目安としてご使用ください。	

加速度が定格加速度以下でも、可搬質量は定格加速度の可搬質量と同じです。	

中間サポート付きタイプの最大加速度が定格加速度と同じですので、最大加速時の可搬質量も定格質量

となります。

タイプ リード 最高速度 加速度別可搬別可搬質量(kg)

0.3G 0.4G 0.5G 0.6G 0.7G 0.8G

ＬＺＭＳ

ＬＺＭＭ

20mm 1000mm/sec 16 12.3 11.1 10.1 9.2 6

注意：・	各々のアクチュエータに関して最高速度の制限を守って使用してください。

・	尚、設置状態及び動作条件によっては上記速度範囲内でも共振が発生する場合があります。

・	ボールネジ軸の共振により騒音レベルの増加や振動の発生の原因となり機械寿命を短くする

恐れがありますので注意してください。

・	アクチュエータを各々で独立運転する場合は、最大速度以内（上記表参照）で、複数のアクチュ

エータを同期運転する場合は使用するアクチュエータのなかで一番低い最高速度の設定のも

に合わせてプログラムを作成して下さる様にお願い致します。

・	プログラムの作成にあたってはアクチュエータの最大速度を確認してからプログラムを作成

する事をお願い致します。

タイプ リード 最高速度
加速度別可搬別可搬質量〔kg〕

0.3G 0.4G 0.5G 0.6G 0.7G 0.8G

LXMXS 20mm 1300mm/sec 80 - - - - -
40mm 2400mm/sec 40 - - - - -

LZMS
LZMM 20mm 1000mm/sec 16 12.3 11.1 10.1 9.2 6
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型式 単位 ＬＸＭＸＳ

水平仕様

ＬＺＭＳ

垂直仕様

ＬＺＭＭ

垂直仕様

リード 20 40 20 20

ストローク ｍｍ 2300～ 3000 2300～ 3000 500～ 1000 250～ 950

定格推力 Ｎ 340.1 170.0 340.1 340.1

最大速度 ｍｍ /ｓｅｃ 1300 2400 1000 1000

定格加速度※3 Ｇ 0.3 0.3 0.3 0.3

最大加減速度※3 Ｇ 0.3 0.3 0.8 0.8

定格加速時の可

搬重量※2

ｋｇｆ 80

(水平使用時)

40

(水平使用時)

16

(垂直使用時)

16

(垂直使用時)

最大加速時の可

搬重量※2

ｋｇｆ 80

(水平使用時)

40

(水平使用時)

6

(垂直使用時)

6

(垂直使用時)

繰返し位置決め

精度

ｍｍ ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01 ± 0.01

負荷モーメント※1 Ｎ．ｍ

（ｋｇｆ・ｃｍ）

Ma：

104.9(10.7)

Ma：

104.9(10.7)

Ma：

104.9(10.7)

Ma：

104.9(10.7)

Mb：

149.9(15.3)

Mb：

149.9(15.3)

Mb：

149.9(15.3)

Mb：

149.9(15.3)

Mc：

248.9(25.4)

Mc：

248.9(25.4)

Mc：

248.9(25.4)

Mc：

248.9(25.4)

張出負荷長 ｍｍ Ma方向：

750以下

Ma方向：

750以下

Ma方向：

750以下

Ma方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

Mb、Mc方向：

750以下

※ 1	 加速度 0.3G、最高速度の時の値です。

※ 2	 速度は最高速度です。

※ 3	 加減速度と可搬重量の関係を、次の表に示します。	

保証値ではありません。目安としてご使用ください。	

加速度が定格加速度以下でも、可搬質量は定格加速度の可搬質量と同じです。	

中間サポート付きタイプの最大加速度が定格加速度と同じですので、最大加速時の可搬質量も定格質量

となります。

タイプ リード 最高速度 加速度別可搬別可搬質量(kg)

0.3G 0.4G 0.5G 0.6G 0.7G 0.8G

ＬＺＭＳ

ＬＺＭＭ

20mm 1000mm/sec 16 12.3 11.1 10.1 9.2 6

注意：・	各々のアクチュエータに関して最高速度の制限を守って使用してください。

・	尚、設置状態及び動作条件によっては上記速度範囲内でも共振が発生する場合があります。

・	ボールネジ軸の共振により騒音レベルの増加や振動の発生の原因となり機械寿命を短くする

恐れがありますので注意してください。

・	アクチュエータを各々で独立運転する場合は、最大速度以内（上記表参照）で、複数のアクチュ

エータを同期運転する場合は使用するアクチュエータのなかで一番低い最高速度の設定のも

に合わせてプログラムを作成して下さる様にお願い致します。

・	プログラムの作成にあたってはアクチュエータの最大速度を確認してからプログラムを作成

する事をお願い致します。

�� ��

7.	 設置環境，保存環境

7.1	 設置環境

次の条件を満たす環境でご使用ください。

・	直射日光があたらないこと。

・	熱処理炉等、大きな熱源からの輻射熱が機械本体に加わらないこと。

・	周囲温度は 0～ 40℃。

・	湿度 85％以下、結露のないこと。

・	腐食性ガス、可燃性ガスのないこと。

・	通常の組立作業環境であり、塵埃が多くないこと。

・	水滴、オイルミスト、切削液がかからないこと。

・	硫酸、塩酸などの薬品がかからないこと。（耐薬品性の考慮はしておりません。）

・	衝撃や振動が伝わらないこと。

・	甚だしい電磁波、紫外線、放射線がないこと。

	 一般には作業者が保護具なしで作業できる環境です。

7.2	 保存環境

・	保存環境は設置環境に準じます。

・	長期保存では特に結露の発生がないように配慮してください。

・	出荷時に水分吸収剤は同梱しておりません。結露が予想される環境での保存の場合、梱包

の外側から全体を、あるいは開梱して直接、結露防止処置を施してください。

・	保存温度は短期間でなら 60℃まで耐えますが、１ヶ月以上の保存の場合は50℃までとして

ください。
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8.	 取付け

ここでは単軸使用での取付方法について記します。

8.1	 本体の取付け

本体を取り付ける面は機械加工面か、それに準じる精度を持つ平面にしてください。

・	アクチュエータベースにはベース取付け用の穴があいていますので、この穴を使用して取

り付けます。取付けに際しては強度区分10.9以上のＭ 8ボルトを使用し、付属の専用座金

を用いてください。（座屈防止の為です。）

使用

ボルト

締め付けトルク
寸法

Ａ

寸法

Ｂ

寸法

Ｃボルト着座面が

鋼の場合

ボルト着座面が

アルミの場合

小型タイプ

SXMS、SXMM、SZMS、SZMM
Ｍ６

12.3N・m

(1.26kgf・m)

5.4N・m

(0.55kgf・m)
50 7 5

中型タイプ

MXMS、MXMM、MXMXS、MZMS、MZMM
Ｍ８

31.3N・m

(3.19kgf・m)

14N・m

(1.43kgf・m)

70 9 5

大型タイプ

LXMS、LXMM、LXMXS、LZMS、LZMM
Ｍ８ 90 9 8

締付けねじについて

・	ベース取付け雄ネジは六角穴付ボルトを使用してください。

・	使用ボルトは ISO-10.9以上の高強度ボルトを推奨します。

・	ボルトと雄ネジの有効ハメ合い長さは次の値以上を確保してください。

	 雄ネジが鋼材の場合	 →呼び径と同じ長さ	

雄ネジがアルミニウムの場合	 →呼び径の 2倍

・	ボルト着座面がアルミとなる場合は高強度ボルト用専用座金を併用ください。（着座面が座

屈するおそれがあります）

C

A

B

1.8 倍
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・	シングルスライダ仕様の設置の際には、スクリューカバー側面の社名ロゴマーク貼付け端

側が原点側となります。設置の際には、方向に注意してください。

反原点側 原点側型式銘板

30 31
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INTELLIGENT ACTUATOR

基準面 基準面

A

R 0.3以
下

ベース基準面を利用して架台に取り付ける場合の加工は下記図に従ってください。

尚、加工の際アクチュエータ両端のフロント、リアカバーの干渉を避けるため、カバーの厚さ分、
加工を逃がしてください。

Ａ寸法（mm）
3～5

上図の様にベースサイドの面はスライダーの走りに対する基準面となっていますので精度が必
要な場合はこの面を基準に取りつけを行ってください。

8.2	 取付け面
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基準面 基準面

A

R 0.3以
下

ベース基準面を利用して架台に取り付ける場合の加工は下記図に従ってください。

尚、加工の際アクチュエータ両端のフロント、リアカバーの干渉を避けるため、カバーの厚さ分、
加工を逃がしてください。

Ａ寸法（mm）
3～5

上図の様にベースサイドの面はスライダーの走りに対する基準面となっていますので精度が必
要な場合はこの面を基準に取りつけを行ってください。

8.2	 取付け面
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8.3	 搬送物のスライダへの取付け

・	スライダにはタップ穴が設けてありますので、ここに搬送物を確実に固定してください。	

固定方法は本体据付け方法に準じます。

・	スライダを固定して本体側を移動させる場合も、同様にスライダ、タップ穴を利用して取

り付けます。（重量物を取り付ける場合にはピンを併用してください）

・	スライダにはリーマ穴が 2ヶ所あいていますので、取付け、取外し時の再現性を必要とさ

れる場合にはこのリーマ穴を利用してください。また直角度などの微調整を必要とされる

場合にはスライダのリーマ穴1ヶ所を用いて調整してください。

・	ねじ込み深さは 20mm以内としてください。	

上記以上ねじ込むとサイドカバーを傷つけたりしてアクチュエータを損傷します。

107010

4545

90
(リ
ー
マ
ピッ
チ
±0
.02

)

2- 6H7深10

4-M6深18

12
0

(リ
ー

マ
ピ

ッ
チ

±
0.0

2)

90
70

20
3030

20

2- 8H7深10

4-M6深20
4-M8深20

6565

2- 8H7深 10 8-M8深 22

75

35

20

80

110

35

20

12
9

75

●小型タイプ

	 SXMS、SXMM、SZMS、SZMM

●中型タイプ

	 MXMS、MXMM、MXMXM、MZMS、MZMM

●大型タイプ

	 LXMS、LXMM、LXMXM、LZMS、LZMM

��
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8.4	 コネクタボックスの取付けとＴ溝

ナット回転アクチュエータ中型タイプ、大型タイプのベース側面には組み合わせに必要なコネ

クタボックス、ケーブルベア受け等を取り付けるためのＭ4用のＴ溝が設けてあります。（下図

参照）

組み合わせ時に配線キットをお使いの場合はこのＴ溝を用いて取り付けを行います。

またセンサ取り付けや配線の固定など必要に応じて自由にお使いください。

注意：・	Ｔ溝に使用するナットは四角ナットを推奨しますが、一般の六角ナットでも使用可能です。

・	取り付けの際は、ボルト先端がＴ溝底部に接触しない様にボルト長さに注意してください。
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9.	 コントローラとの接続

ここでは単軸使用での配線方法について記します。

単軸使用の場合、特にご指定の無い場合、アクチュエータ本体に3mまたは 5mの単軸用ケーブ

ルを付けて出荷しております。ケーブル端のコネクタをコントローラと直結してください。

マルチスライダ仕様の場合には、ケーブル端部のマーカーチューブ【M1、M2、PG1、PG2】が合

う様に、各コネクタを接続してください。

・	ケーブルを切断して延長したり、短縮、あるいは再結合しないでください。

・	標準ケーブルは屈曲疲労性に優れたケーブルを使用しておりますが、ロボット仕様ではあ

りません。可動配線ダクト（ケーブルベアなど）に収容する場合はロボット仕様ケーブル

を使用してください。

ケーブルの変更をご希望の場合には弊社までご相談ください。

●コントローラとの接続

XSEL	P/Qコントローラとの接続例です。他に、接続可能なコントローラには、SSEL、SCONが

あります。

コントローラとの接続ケーブル

モータケーブル エンコーダケーブル

標準 CB-X-MA□□□ CB-X2-PA□□□

LS、クリープセンサ付き CB-X-MA□□□ CB-X2-PLA□□□

XSEL P/Q コントローラ

パソコン対応ソフト
〈IA-101-X-MX〉

ティーチング
ボックス

モ
�
タ
ケ
�
ブ
ル

エ
ン
コ
�
ダ
ケ
�
ブ
ル

制御電源
駆動電源
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アクチュエータ、コントローラを使用してアプリケーション・システムを作り上げる場合、各

ケーブルの引き回しや接続が正しく行われないと、ケーブルの断線や接触不良などの思わぬト

ラブル発生につながります。以下にケーブル処理方法に関する禁止事項を説明します。

・	ケーブルを切断して延長したり、短縮、あるいは再接合しないでください。

・	ケーブルが固定できない場合は、自重でたわむ範囲か、自立型ケーブルホースなどの大半

径の配線としケーブルの負荷が少なくなるようにしてください。

・	一ヶ所に屈曲が集中しないようにしてください。

・	ケーブルには、折り目、よじれ、ねじれをつけないようにしてください。

・	強い力で引っ張らないようにしてください。

・	ケーブルの一ヶ所に回転が加わらないようにしてください。

・	挟み込み、打ちきず、切りきずを付けないようにしてください。
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アクチュエータ、コントローラを使用してアプリケーション・システムを作り上げる場合、各
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・	ケーブルには、折り目、よじれ、ねじれをつけないようにしてください。

・	強い力で引っ張らないようにしてください。
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・	ケーブルの固定は適度とし、締め付けすぎないようにしてください。

・	I/O線、通信ラインおよび電源・動力線はそれぞれ分離してください。	

ダクト内は、混在させないようにしてください。

・	ケーブルベア使用時、次の点にご注意ください。

・	ケーブルベアやフレキシブルチューブ内でカラミやヨジレが無いように、また、ケーブル

に自由度が有り結束しないようにしてください。（曲げた時に突っ張らない事）

・	ケーブルベア内に占める収納ケーブル類の容積は60％以下にしてください。

	 警　告
●	 ケーブルの接続、取外しの際には、必ずコントローラの電源を切って作業を行ってくだ

さい。電源を入れたまま行うと、アクチュエータが誤動作を起こし重大な人身事故や機

械装置の損傷をまねく恐れがあります。

●	 コネクタの接続が不十分な場合、アクチュエータが誤動作し危険です。必ずコネクタが

正常に接続されていることを確認してください。

動力電源線

I/O線
（フラットケーブル等）

ダクト
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10.	運転上の注意

10.1	 アクチュエータに加わる負荷

・	仕様欄に示された負荷を越えない様にしてください。	

特にスライダに加わるモーメント、許容張り出し長さ、積載重量に注意願います。

・	片持ち X－ Y組み合わせで使用した場合の Y軸として使用する場合、ベース本体が変形し

易くなりますのでMa、Mcモーメントを定格の 1/2以下に抑え使用ください。（下図参照）

小型タイプ　SXMS、SXMX、SZMS、SZMM

許容負荷モーメント

Ma Mb Mc

28.4Ｎ･ｍ (2.9kgf ･ m) 40.2Ｎ･ｍ (4.1kgf ･ m) 65.7Ｎ･ｍ (6.7kgf ･ m)

許容張り出し長

Ma方向 Mb方向 Mc方向

450mm以下 450mm以下 450mm以下

中型タイプ　MXMS、MXMX、MXMXM、MZMS、MZMM

許容負荷モーメント

Ma Mb Mc

69.6Ｎ･ｍ (7.1kgf ･ m) 99.0Ｎ･ｍ (10.1kgf ･ m) 161.7Ｎ･ｍ (16.5kgf ･ m)

許容張り出し長

Ma方向 Mb方向 Mc方向

600mm以下 600mm以下 600mm以下

大型タイプ　LXMS、LXMX、LXMXM、LZMS、LZMM

許容負荷モーメント

Ma Mb Mc

104.9Ｎ･ｍ（10.7Kgf ･ m） 149.9Ｎ･ｍ（15.3Kgf ･ m） 248.9Ｎ･ｍ（25.4Kgf ･ m）

許容張り出し長

Ma方向 Mb方向 Mc方向

750以下 750以下 750以下

●許容張り出しの値は、取り付け物体の重心が張り出し長の1/2の場合です。

過大な負荷モーメントを加えた場合、ガイド寿命が短くなるなどの影響がでます。また許容張

り出し長を越えた使用では振動の発生やガイドの寿命に悪影響を及ぼす恐れがあります。
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過大な負荷モーメントを加えた場合、ガイド寿命が短くなるなどの影響がでます。また許容張

り出し長を越えた使用では振動の発生やガイドの寿命に悪影響を及ぼす恐れがあります。
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10.2	 デューティ

アクチュエータの寿命を長持ちさせエラー停止させない為にデューティ50％以内で使用して

ください。

デューティ（％）＝運転時間／（運転時間＋停止時間）×100

デューティが高い場合、オーバーロードエラー等のエラーが発生する場合があります。

その様な場合は停止時間を延ばし、デューティを下げる様にしてください。

10.3	 原点復帰について

10.3.1	原点復帰の動作原理

本アクチュエータは次の手順で原点復帰します。

①	原点復帰指令で設定されたパラメータにより移動方向を決定します。

②	復帰動作で原点センサ信号を検出します。

③	原点信号検出後、反転動作したのちZ相信号を検出した所を基準点とします。

④	さらにパラメータで設定されたオフセット量移動し、原点とします。

10.3.2	原点位置の微調整

原点センサ信号を拾ってから、Z相信号が発生するまでのモータ回転量は、出荷時に調整して

あります。

スライダが原点センサ信号を検出してから反転し、原点位置で停止する時のストッパからの標

準的な距離を下表に示します。

リード長 メカストッパからの位置（mm）

20mm以下の場合 5± 1

20mm超える場合 5± 2

原点復帰方向が同じであればこの値をもとに、パラメータを変更することで各アクチュエータ

原点位置の微調整を行えます。次の手順で微調整を行ってください。

①	原点復帰動作を行い原点を確認します。

②	現状の原点位置と希望する原点位置の差を求め、パラメータを修正します。	

パラメータは進行方向プラス側に設定変更が可能です。（マイナス方向は不可。）

③	オフセット量を大きく採るとその分移動範囲が制限されます。	

1mmを越えるオフセットをした場合はストロークソフトリミットも再設定してください。

	 　　警告

	 エンコーダは回転角や原点信号の検出だけでなく、ACサーボの動力線の相切り換えに重要な役割をは

たしており、その位相は厳密に調整されております。原点を変えるためエンコーダに手を触れること

は絶対に行わないでください。
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11. 保守点検

11.1 点検項目と点検時期

次に示された期間で保守点検を行ってください。
稼働状況は1日8時間の場合です。昼夜連続運転等、稼働率の高い場合は状況に応じ点検期間を短縮
してください。

※1 内部確認で、グリースの劣化が見られた場合、補給してください。
※2 中間サポート付きの場合、調整を実施してください。

11.2 外部目視検査

外部目視検査では次の項目を確認してください

11.3 清掃

・外面の清掃は随時行ってください。
・清掃は柔らかい布等で汚れを拭いてください。
・隙間から塵埃が入り込まない様、圧縮空気を強く吹き付けないでください。
・石油系溶剤は樹脂、塗装面を傷めるので使用しないでください。
・汚れが甚だしい時は中性洗剤またはアルコールを柔らかい布等に含ませて軽く拭き取る程度に
してください。

外部目視検査 内部検査 グリース補給 中間サポート用ワイヤー
始業点検 ○
稼動後1ヶ月 ○
3ヶ月毎 ○ ○※1
稼動後半年 ○ ○
稼動後一年 ○ ○ ○
以後半年毎 ○
一年毎 ○ ○ ○ ○※2

本体 本体取り付けボルト等の緩み
ケーブル類 傷の有無、コネクター部の接続確認
総合 異音、振動
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11. 保守点検

11.1 点検項目と点検時期

次に示された期間で保守点検を行ってください。
稼働状況は1日8時間の場合です。昼夜連続運転等、稼働率の高い場合は状況に応じ点検期間を短縮
してください。

※1 内部確認で、グリースの劣化が見られた場合、補給してください。
※2 中間サポート付きの場合、調整を実施してください。

11.2 外部目視検査

外部目視検査では次の項目を確認してください

11.3 清掃

・外面の清掃は随時行ってください。
・清掃は柔らかい布等で汚れを拭いてください。
・隙間から塵埃が入り込まない様、圧縮空気を強く吹き付けないでください。
・石油系溶剤は樹脂、塗装面を傷めるので使用しないでください。
・汚れが甚だしい時は中性洗剤またはアルコールを柔らかい布等に含ませて軽く拭き取る程度に
してください。

外部目視検査 内部検査 グリース補給 中間サポート用ワイヤー
始業点検 ○
稼動後1ヶ月 ○
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稼動後半年 ○ ○
稼動後一年 ○ ○ ○
以後半年毎 ○
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本体 本体取り付けボルト等の緩み
ケーブル類 傷の有無、コネクター部の接続確認
総合 異音、振動
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11.4 内部確認

電源を切った状態でスクリューカバーを外し目視点検を行います。
内部検査は次の項目を確認してください。

目視により内部状況を確認します。確認は内部への塵埃等異物混入の有無と潤滑状況です。
ガイドとボールネジのグリースの色が褐色になっていても走行面が濡れた様に光っていれば潤滑は
良好です。
グリースが塵埃により汚れて艶がない場合、あるいは長期に渡る使用でグリースが損耗している場
合には各部清掃後、グリース補給を行ってください。
内部確認の手順を以下に示します。

本体 本体取り付けボルト等の緩み
ガイド部 潤滑の状態、汚れ
ボールネジ部 潤滑の状態、汚れ
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大型タイプの内部確認方法を例に示します。小型タイプ、中型タイプも同様に実施してください。

①	対辺 1.5mmの六角レンチを用いてエンドカバーを外します。

②	対辺 2.5mmの六角レンチを用いてスクリューカバーを外します。	

（小型タイプは、対辺 1.5mmの六角レンチ）

③	内部の確認をします。

④	確認が終わりましたら逆の手順で組み立てを行います。	

スクリューカバー取付の際は、側面の社名ロゴマーク貼付け側が、ベース製番シール貼付け

側となる方向に取り付けてください。

スクリューカバー固定ボルト	 【M4× 5】締付けトルク＝ 1.6N・m

	 【M3× 5】締付けトルク＝ 0.7N ･ m

エンドカバー固定ボルト	 【M3× 6】締付けトルク＝ 0.4N・m

注意：中空モータは、工場にて調整されて取り付けられていま

す。絶対に、中空モータを取り付けているボルトは緩め

ないでください。

ガイド

ボールネジ

ボルト
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大型タイプの内部確認方法を例に示します。小型タイプ、中型タイプも同様に実施してください。

①	対辺 1.5mmの六角レンチを用いてエンドカバーを外します。

②	対辺 2.5mmの六角レンチを用いてスクリューカバーを外します。	

（小型タイプは、対辺 1.5mmの六角レンチ）

③	内部の確認をします。

④	確認が終わりましたら逆の手順で組み立てを行います。	

スクリューカバー取付の際は、側面の社名ロゴマーク貼付け側が、ベース製番シール貼付け

側となる方向に取り付けてください。

スクリューカバー固定ボルト	 【M4× 5】締付けトルク＝ 1.6N・m

	 【M3× 5】締付けトルク＝ 0.7N ･ m

エンドカバー固定ボルト	 【M3× 6】締付けトルク＝ 0.4N・m

注意：中空モータは、工場にて調整されて取り付けられていま

す。絶対に、中空モータを取り付けているボルトは緩め

ないでください。

ガイド

ボールネジ

ボルト

�� ��

INTELLIGENT ACTUATOR

11.5 内部清掃

・清掃は柔らかい布等で汚れを拭いてください。
・隙間から塵埃が入り込まない様、圧縮空気を強く吹き付けないでください。
・石油系溶剤、中性洗剤、アルコールは使用しないでください。
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11.6 ガイドへのグリース補給方法

11.6.1 使用グリース
使用しているグリースはリチウム系グリースです。
弊社よりの出荷時は次のグリースを用いております。

このほかにも各社、相当するグリースを販売しております。詳しくは対象メーカーに上記グリー
ス名を明らかにして相当品の選定を依頼してください。相当製品として例えば次のような製品が
あります。

警告!!

フッ素系のグリースは決して用いないでください。リチウム系グリースと混ざった場合、本来の潤滑
性能が損なわれ機械に損傷を与える場合があります。

協同油脂 ダフニーエポネックスNo.2

昭和シェル石油 アルバニアグリースNo.2
モービル石油 モービラックス2
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11.6 ガイドへのグリース補給方法

11.6.1 使用グリース
使用しているグリースはリチウム系グリースです。
弊社よりの出荷時は次のグリースを用いております。

このほかにも各社、相当するグリースを販売しております。詳しくは対象メーカーに上記グリー
ス名を明らかにして相当品の選定を依頼してください。相当製品として例えば次のような製品が
あります。

警告!!

フッ素系のグリースは決して用いないでください。リチウム系グリースと混ざった場合、本来の潤滑
性能が損なわれ機械に損傷を与える場合があります。

協同油脂 ダフニーエポネックスNo.2

昭和シェル石油 アルバニアグリースNo.2
モービル石油 モービラックス2
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11.6.2	グリースの補給方法

（1）小型タイプ：SXSM、SXMM、SZMS、SZMM

　　中型タイプ：MXSM、MXMM、MXMXMM、MZMS、MZMM

スライダの原点側ストッパ内部にグリースニップルが設けられていますので、ここからグリー

スを補給します。

①	対辺1.5mmの六角レンチを用いて2ヵ所。ねじを取り外し、原点側のエンドカバーを外します。

②	スライダを原点側いっぱいまで移動させます。

③	エンドブラケットの穴にグリスガンを挿入し、スライダが動かないよう固定した上でグリス

を注入して下さい。（位置は、次ページの図参照）
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●小型タイプ：SXSM、SXMM、SZMS、SZMM

●中型タイプ：MXSM、MXMM、MXMXMM、MZMS、MZMM

④	スライダを数回手で前後に動かして下さい。

⑤	もう一度上記処置を繰り返し、補給を行います。

⑥	スライダより洩れ出たグリスをウエス等で拭き取ります。

グリースニップル 50

φ1
0

グリースニップル

グリースニップル

φ1
1

75
( 中間サポート仕様：105) グリースニップル
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●小型タイプ：SXSM、SXMM、SZMS、SZMM

●中型タイプ：MXSM、MXMM、MXMXMM、MZMS、MZMM

④	スライダを数回手で前後に動かして下さい。

⑤	もう一度上記処置を繰り返し、補給を行います。

⑥	スライダより洩れ出たグリスをウエス等で拭き取ります。

グリースニップル 50

φ1
0

グリースニップル

グリースニップル

φ1
1

75
( 中間サポート仕様：105) グリースニップル
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（2）大型タイプ：LXSM、LXMM、LXMXM、LZMS、LZMM

スライダに左右２つのグリースニップルが設けられていますので、ここからグリースを補給し

ます。

①	スライダ端面のグリスニップルよりグリスガンでグリスを注入してください。	

(位置は下図参照。)

スライダ給油ニップル位置

②	スライダを数回手で前後に動かしてください。

③	もう一度上記処置を繰り返し、補給を行います。

④	スライダより洩れ出たグリスをウエス等で拭き取ります。
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11.7 ボールネジへのグリース補給方法

11.7.1 使用グリース

出荷時は、次のリチウム系グリースを用いております。

同製品はボールネジに適し、発熱が低い等優れた性状を示します。
相当品はグリースとしてはガイドのグリースを参照願います。（リチウム系グリース）

11.7.2 グリースの補給方法
グリース補給はボールネジを清掃した後、グリースを手で塗りスライダを往復させてなじませ

るようにしてください。また最後にナットより漏れ出た余分なグリースを拭き取ります。

協同油脂 マルテンプLRL No.3

注意：グリースを多量に充填すると撹拌抵抗が増し、ボールネジが発熱しやすくなったり、あ
るいはボールネジに付いた余分なグリースが回転で飛散し周囲を汚す恐れがありますの
で余分なグリースは必ず拭き取るようにしてください。

ボールネジに、グリースを塗布します。
スライダを動かします。
ブレーキ付きの場合は

ブレーキをリリースしてください。

警告

フッ素系のグリースは決して用いないでください。リチウム系グリースと混ざった場合、本来の潤滑
性能が損なわれ機械に損傷を与える場合があります。

��
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11.7 ボールネジへのグリース補給方法

11.7.1 使用グリース

出荷時は、次のリチウム系グリースを用いております。

同製品はボールネジに適し、発熱が低い等優れた性状を示します。
相当品はグリースとしてはガイドのグリースを参照願います。（リチウム系グリース）

11.7.2 グリースの補給方法
グリース補給はボールネジを清掃した後、グリースを手で塗りスライダを往復させてなじませ

るようにしてください。また最後にナットより漏れ出た余分なグリースを拭き取ります。

協同油脂 マルテンプLRL No.3

注意：グリースを多量に充填すると撹拌抵抗が増し、ボールネジが発熱しやすくなったり、あ
るいはボールネジに付いた余分なグリースが回転で飛散し周囲を汚す恐れがありますの
で余分なグリースは必ず拭き取るようにしてください。

ボールネジに、グリースを塗布します。
スライダを動かします。
ブレーキ付きの場合は

ブレーキをリリースしてください。

警告

フッ素系のグリースは決して用いないでください。リチウム系グリースと混ざった場合、本来の潤滑
性能が損なわれ機械に損傷を与える場合があります。
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11.8 中間サポート用ワイヤーのテンション調整

［調整に必要なもの］
・六角レンチ
・テンションゲージ（1kg（9800N）以上の押し付けが可能）

［手順］
①対辺1.5mmの六角レンチを用いてエンドカバーを外します。

②対辺２.0mmの六角レンチを用いてスクリューカバーを外します。

③ベースの中央にある中間サポートワイヤーのワイヤーフック（ベース側）のネジ（Ｍ3×5）2
本を緩め、ワイヤーフックをずらすことができるようにします。
ネジを緩めるワイヤーフックは、原点側か反原点側の何れか片方のみです。

ワイヤーフック
（ベース側）

片方のワイヤーフックを
緩めます。

9.8N）以上の押し付けが可能）



11. 

保
守
点
検

27

INTELLIGENT ACTUATOR

④緩めたワイヤーフックを、テンションゲージで、規定の押し付け力で押し付け、ワイヤーフッ
クのネジ（Ｍ3×5）2本を締め付けます。

⑤確認が終わりましたら逆の手順で組み立てを行います。
スクリューカバー取付の際は、側面の社名ロゴマーク貼付け側が、ベース製番シール貼付け側
となる方向に取り付けてください。

スクリューカバー固定ボルト 【Ｍ4×5】締付けトルク＝0.6N・m

エンドカバー固定ボルト 【Ｍ3×6】締付けトルク＝0.4N・m

注意：中空モータは、工場にて調整されて取り付けられていま
す。絶対に、中空モータを取り付けているボルトは緩め
ないでください。 ボルト

規定の押付け力：9310～9800Ｎ

ワイヤーフックを規定の押付け力で押し付け
ながら、ネジを締めます。

締付けトルク：1.5（N・m）

�0

9.31 ～ 9.8N

9.31 ～ 9.8N
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④緩めたワイヤーフックを、テンションゲージで、規定の押し付け力で押し付け、ワイヤーフッ
クのネジ（Ｍ3×5）2本を締め付けます。

⑤確認が終わりましたら逆の手順で組み立てを行います。
スクリューカバー取付の際は、側面の社名ロゴマーク貼付け側が、ベース製番シール貼付け側
となる方向に取り付けてください。

スクリューカバー固定ボルト 【Ｍ4×5】締付けトルク＝0.6N・m

エンドカバー固定ボルト 【Ｍ3×6】締付けトルク＝0.4N・m

注意：中空モータは、工場にて調整されて取り付けられていま
す。絶対に、中空モータを取り付けているボルトは緩め
ないでください。 ボルト

規定の押付け力：9310～9800Ｎ

ワイヤーフックを規定の押付け力で押し付け
ながら、ネジを締めます。

締付けトルク：1.5（N・m）

�0

INTELLIGENT ACTUATOR

11.8 中間サポート用ワイヤーのテンション調整

［交換に必要なもの］
・中間サポート用ワイヤー　型番：WR－LXMXS－ストローク
・ワイヤーフック（ベース側）：ワイヤーを掛ける部分が変形している場合に交換
・ワイヤーフック（モータ側）：ワイヤーを掛ける部分が変形している場合に交換
・六角レンチ
・テンションゲージ（1kg（9800N）以上の押し付けが可能）

［手順］
①対辺1.5mmの六角レンチを用いてエンドカバーを外します。

②対辺2.0mmの六角レンチを用いてスクリューカバーを外します。

��

9.8N）以上の押し付けが可能）

9 交換調整
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③ベースの中央にある中間サポートワイヤーのワイヤーフック（ベース側）のネジ（Ｍ3×5）2
本を緩め、ワイヤーフックをずらすことができるようにします。
ネジを緩めるワイヤーフックは、原点側か反原点側の何れか片方のみです。

ワイヤーフック（ベース側）のワイヤーを掛ける部分が変形し、交換する必要がある場合は、下
記の手順に従ってください。
◎　片側の交換用ワイヤーフック（ベース側）を交換し、下図に示します様に長穴とネジの間隔
を約5mmとして、ネジ（Ｍ3×5）2本を締付けます。
もう一方の交換用ワイヤーフック（ベース側）も交換し、ネジ（Ｍ3×5）2本で仮止めし、
ワイヤーフックをずらすことができるようにします。

ワイヤーフック
（ベース側）

片方のワイヤーフックを
緩めます。

約5mm

ネジを締付ける。
締付けトルク：1.5（N・m）

ネジを仮止めする。

��
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③ベースの中央にある中間サポートワイヤーのワイヤーフック（ベース側）のネジ（Ｍ3×5）2
本を緩め、ワイヤーフックをずらすことができるようにします。
ネジを緩めるワイヤーフックは、原点側か反原点側の何れか片方のみです。

ワイヤーフック（ベース側）のワイヤーを掛ける部分が変形し、交換する必要がある場合は、下
記の手順に従ってください。
◎　片側の交換用ワイヤーフック（ベース側）を交換し、下図に示します様に長穴とネジの間隔
を約5mmとして、ネジ（Ｍ3×5）2本を締付けます。
もう一方の交換用ワイヤーフック（ベース側）も交換し、ネジ（Ｍ3×5）2本で仮止めし、
ワイヤーフックをずらすことができるようにします。

ワイヤーフック
（ベース側）

片方のワイヤーフックを
緩めます。

約5mm

ネジを締付ける。
締付けトルク：1.5（N・m）

ネジを仮止めする。
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④ネジを緩めた側のワイヤーフックに取り付けられているワイヤーを取り外します。
ワイヤーフック（ベース側）からワイヤーを外します。次に、ワイヤーを中間サポートのデル
リンベアリングから抜き取り、ワイヤーフック（モータ側）から外します。

⑤ネジを緩めなかったワイヤーフック（ベース側）に取り付いているワイヤーも、同じ手順で取
り外します。

ワイヤーを外します。

デルリンベアリングから
ワイヤーを抜き取ります。

ワイヤーを外します。

��
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⑥ネジを緩めていない方のワイヤーフック（ベース側）に交換用ワイヤーの片側先端を引っ掛け
ます。ワイヤーのもう片側を、モータの下側をくぐらせ、中間サポートまでもって行き、中間
サポートのデルリンベアリングに掛けます。次に、モータ部まで引っ張り、モータ部のワイヤ
ーフックに掛けます。

交換用ワイヤーの先端をワ
イヤーフックに掛けます。

ワイヤーフック（モータ側）に、
交換用ワイヤーを掛けます。

交換用ワイヤーは、モータの下
をくぐらせる。

デルリンベアリングの下側から上
側に、交換用ワイヤーを掛けます。

��
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⑥ネジを緩めていない方のワイヤーフック（ベース側）に交換用ワイヤーの片側先端を引っ掛け
ます。ワイヤーのもう片側を、モータの下側をくぐらせ、中間サポートまでもって行き、中間
サポートのデルリンベアリングに掛けます。次に、モータ部まで引っ張り、モータ部のワイヤ
ーフックに掛けます。

交換用ワイヤーの先端をワ
イヤーフックに掛けます。

ワイヤーフック（モータ側）に、
交換用ワイヤーを掛けます。

交換用ワイヤーは、モータの下
をくぐらせる。

デルリンベアリングの下側から上
側に、交換用ワイヤーを掛けます。

��
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⑥番めの手順でワイヤーを掛ける際、ワイヤーフック（モータ側）のワイヤーを掛ける部分が
変形し、交換する必要がある場合は、下記の手順に従ってください。
◎交換用ワイヤーフック（モータ側）と交換し、ネジ（Ｍ3×6）2本を締付けます。

⑦ネジを緩めた方のワイヤーフック（ベース側）のワイヤーも、同じ手順で、ワイヤーフック
（ベース側）から中間サポートのデルリンベアリング経由でモータ部のワイヤーフックに取り
付けます。

⑦番めの手順でワイヤーを掛ける際、ワイヤーフック（モータ側）のワイヤー掛け部分が変形
し、交換する必要がある場合は、同様に交換します。

ネジを締付ける。
締付けトルク：1.5（N・m）

��
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⑧ネジを緩めたワイヤーフック（ベース側）を、テンションゲージで、規定の押し付け力で押し
付け、ワイヤーフックのネジ（Ｍ3×5）2本を締め付けます。

⑨確認が終わりましたら逆の手順で組み立てを行います。
スクリューカバー取付の際は、側面の社名ロゴマーク貼付け側が、ベース製番シール貼付け側
となる方向に取り付けてください。

スクリューカバー固定ボルト 【Ｍ4×5】締付けトルク＝0.6N・m

エンドカバー固定ボルト 【Ｍ3×6】締付けトルク＝0.4N・m

注意：中空モータは、工場にて調整されて取り付けられていま
す。絶対に、中空モータを取り付けているボルトは緩め
ないでください。 ボルト

規定の押付け力：9310～9800N

ワイヤーフックを規定の押付け力で押し付け
ながら、ネジを締める。

締付けトルク：1.5（N・m）

��

9.31 ～ 9.8 Ｎ
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⑧ネジを緩めたワイヤーフック（ベース側）を、テンションゲージで、規定の押し付け力で押し
付け、ワイヤーフックのネジ（Ｍ3×5）2本を締め付けます。

⑨確認が終わりましたら逆の手順で組み立てを行います。
スクリューカバー取付の際は、側面の社名ロゴマーク貼付け側が、ベース製番シール貼付け側
となる方向に取り付けてください。

スクリューカバー固定ボルト 【Ｍ4×5】締付けトルク＝0.6N・m

エンドカバー固定ボルト 【Ｍ3×6】締付けトルク＝0.4N・m

注意：中空モータは、工場にて調整されて取り付けられていま
す。絶対に、中空モータを取り付けているボルトは緩め
ないでください。 ボルト

規定の押付け力：9310～9800N

ワイヤーフックを規定の押付け力で押し付け
ながら、ネジを締める。

締付けトルク：1.5（N・m）

�� ��

12.	トラブルシューティング

12.1	 エラー発生の場合の対応

エンコーダ断線エラー、ドライバー過負荷エラー、偏差オーバーフローエラーなどが起きた場

合、ロボットやコントローラが故障したと判断する前に、本文で示す手順で改善できないかご

確認ください。それでも改善しない場合は、詳細な症状を弊社までご連絡ください。

12.2	 エンコーダ断線エラー（エラーコード：D12）

エンコーダ断線エラー 

コネクタの配線に 
誤りがないですか？ 

①コネクタが確実に接続されていない。 
②ピンが抜けかかっている。 
③接続する順番が間違えている。 
　(モータ、エンコーダコネクタが入れ違い 
　になっている。) 

YES

NO

配線ケーブルが
断線していないですか？

コントローラが
故障している

以上の結果、解決に至らない場合
は当社までお問い合わせください。

代替コントローラがあれば
交換して動作確認する

ケーブルを交換してください。

コントローラ交換

YES

YES

NO

NO
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12.3 ドライバ過負荷エラー（エラーコード：D0A）

ドライバ過負荷エラー

YES

取扱説明書（10.選定条件）を参照
して動作条件を見直してください。

外力、抵抗を取り除いてください。

修理

コントローラ交換

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

動作デューティーが高い

スライダに外力や
抵抗が加わっている

アクチュエータ単体が
メカ的に重い

コントローラが
故障している

以上の結果、解決に至らない場合
は当社までお問い合せください。

代替コントローラがあれば
交換して動作確認する

電源をOFFにし、手でスラ
イダを動かして確認する

��
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12.3 ドライバ過負荷エラー（エラーコード：D0A）

ドライバ過負荷エラー

YES

取扱説明書（10.選定条件）を参照
して動作条件を見直してください。

外力、抵抗を取り除いてください。

修理

コントローラ交換

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

動作デューティーが高い

スライダに外力や
抵抗が加わっている

アクチュエータ単体が
メカ的に重い

コントローラが
故障している

以上の結果、解決に至らない場合
は当社までお問い合せください。

代替コントローラがあれば
交換して動作確認する

電源をOFFにし、手でスラ
イダを動かして確認する

��
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12.4 偏差オーバーフローエラー（エラーコード：C6B）

偏差オーバーフローエラー

YES

加減速度を落としてください。

モータケーブルを交換してください。

干渉物を取り除いてください。

コントローラ交換

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

可搬重量に対して
加減速度が高い

コネクタの配線に
誤りがある

モータケーブルが断線
している

スライダ部が周辺機器と
干渉している

コントローラが
故障している

以上の結果、解決に至らない場合
は当社までお問い合せください。

代替コントローラがあれば
交換して動作確認する

①コネクタが確実に接続されていない。
②ピンが抜けかかっている。
②接続する軸番が間違えている。
　（モータ、エンコーダコネクタが入れ違い
　になっている。）

��
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13.	保証

お買い上げいただきましたナット回転アクチュエータは、弊社の厳正な出荷試験を経てお届け

しております。

保証関係は次の通りです。

（1）	保証期間

以下のいずれか先に達した期間といたします。

・	弊社出荷後 18ヶ月

・	ご指定場所に納入後 12ヶ月

・	稼働 2500時間

（2）	保証範囲

保証範囲は有償で納入させていただいた弊社製品の範囲とし、上記保証期間中に、適正な使用

状態のもとに発生した故障で、かつ明らかに弊社の責による場合は、代替品の提供または故障

品の修理対応を無償で実施いたします。

ただし、故障の原因が次に該当する場合は、保証範囲から除外いたします。

①	カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件・環境での取り扱いならびにご

使用の場合

②	弊社商品以外の原因による場合

③	弊社または弊社代理店以外による改造または修理による場合

④	弊社出荷当時の科学・技術水準では予見できなかった場合

⑤	天災、災害、事故など弊社側の責ではない原因による場合

⑥	塗装の自然退色など経時変化による場合

⑦	消耗部品（ステンレスシート等）の使用損耗による場合

⑧	設備上、影響のない発生音などの感覚的現象の場合

尚、ここでの保証は弊社納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される

損害は保証の対象から除かせていただきます。

また、修理は引き取り修理対応といたします。

（3）	責任の制限

弊社商品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しましては、弊社はいか

なる場合も責任を負いません。

（4）	サービスの範囲

納入品の価格には、プログラム作成及び技術者派遣等により発生する費用を含んでおりません。

従いまして、次の場合は、期間内であっても別途費用を申し受けさせていただきます。

・	取付け調整指導及び試験運転立ち会い。

・	保守点検。

・	操作、配線方法等の技術指導及び技術教育。

・	プログラム作成等、プログラムに関する技術指導及び技術教育。
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13.　保証

13.1　保証期間

以下のいずれか、短い方の期間とします。

・当社出荷後 18 ヶ月
・ご指定場所に納入後 12 ヶ月
・稼働 2500 時間

13.2　保証の範囲

当社製品は、次の条件をすべて満たす場合に保証するものとし、代替品との交換または修理
を無償で実施いたします。

(1)	当社または当社の指定代理店より納入した当社製品に関する故障または不具合であるこ
と。

(2)	保証期間中に発生した故障または不具合であること。
(3)	取扱説明書ならびにカタログに記載されている使用条件、使用環境に適合し、適正用途で

使用した中で発生した故障または不具合であること。
(4)	 当社製品の仕様の不備、不具合、品質不良を原因とする故障または不具合であること。
ただし .、故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証の範囲から除外いたします。

①	当社製品以外に起因する場合
②	当社以外による改造または修理に起因する場合（ただし、当社が許諾した場合を除く）
③	当社出荷当時の科学・技術水準では予見が困難な原因による場合
④	自然災害、人為災害、事件、事故など当社の責任ではない原因による場合
⑤	塗装の自然退色など経時変化を原因とする場合
⑥	磨耗や減耗などの使用損耗を原因とする場合
⑦	機能上、整備上影響のない動作音、振動などの感覚的な現象にとどまる場合

なお、保証は当社の納入した製品の範囲とし、当社製品の故障により誘発される損害は保証
の対象外とさせていただきます。

13.3　保証の実施

保証に伴う修理のご依頼は、原則として引き取り修理対応とさせていただきます。

13.4　責任の制限

(1)	当社製品に起因して生じた特別損害、間接損害または期待利益の喪失などの消極損害に
関しましては、当社はいかなる場合も責任を負いません。

(2)	お客様の作成する当社製品を運転するためのプログラムまたは制御方法およびそれによ
る結果について当社は責任を負いません。
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13.5　規格法規等への適合性および用途の条件

(1)	当社製品を他の製品またはお客様が使用されるシステム、装置等と組み合わせて使用する
場合、適合すべき規格・法規または規制をお客様自身でご確認ください。また、当社製品
との組合せの適合性はお客様自身でご確認ください。これらを実施されない場合は、当社
は、当社製品との適合性について責任を負いません。

(2)	当社製品は一般工業用であり、以下のような高度な安全性を必要とする用途には企画・設
計されておりません。したがって、原則として使用できません。必要な場合には当社にお
問い合せください。

①	人命および身体の維持、管理などに関わる医療機器
②	人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置 (車両・鉄道施設・航空施設など )
③	機械装置の重要保安部品 (安全装置など )
④	文化財や美術品など代替できない物の取扱装置

(3)	カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件または環境でのご使用
　 を希望される場合には予め当社にお問い合わせください。

13.6　その他の保証外項目

納入品の価格には、プログラム作成および技術者派遣等により発生する費用を含んでおりま
せん。次の場合は、期間内であっても別途費用を申し受けさせていただきます。

①	取付け調整指導および試験運転立ち会い。
②	保守点検。
③	操作、配線方法などの技術指導および技術教育。
④	プログラム作成など、プログラムに関する技術指導および技術教育。
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13.	保証

お買い上げいただきましたナット回転アクチュエータは、弊社の厳正な出荷試験を経てお届け

しております。

保証関係は次の通りです。

（1）	保証期間

以下のいずれか先に達した期間といたします。

・	弊社出荷後 18ヶ月

・	ご指定場所に納入後 12ヶ月

・	稼働 2500時間

（2）	保証範囲

保証範囲は有償で納入させていただいた弊社製品の範囲とし、上記保証期間中に、適正な使用

状態のもとに発生した故障で、かつ明らかに弊社の責による場合は、代替品の提供または故障

品の修理対応を無償で実施いたします。

ただし、故障の原因が次に該当する場合は、保証範囲から除外いたします。

①	カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件・環境での取り扱いならびにご

使用の場合

②	弊社商品以外の原因による場合

③	弊社または弊社代理店以外による改造または修理による場合

④	弊社出荷当時の科学・技術水準では予見できなかった場合

⑤	天災、災害、事故など弊社側の責ではない原因による場合

⑥	塗装の自然退色など経時変化による場合

⑦	消耗部品（ステンレスシート等）の使用損耗による場合

⑧	設備上、影響のない発生音などの感覚的現象の場合

尚、ここでの保証は弊社納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される

損害は保証の対象から除かせていただきます。

また、修理は引き取り修理対応といたします。

（3）	責任の制限

弊社商品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しましては、弊社はいか

なる場合も責任を負いません。

（4）	サービスの範囲

納入品の価格には、プログラム作成及び技術者派遣等により発生する費用を含んでおりません。

従いまして、次の場合は、期間内であっても別途費用を申し受けさせていただきます。

・	取付け調整指導及び試験運転立ち会い。

・	保守点検。

・	操作、配線方法等の技術指導及び技術教育。

・	プログラム作成等、プログラムに関する技術指導及び技術教育。
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14.	変更履歴

改定日 改定内容

2009.2 第 2版

小型タイプ	:	SXMS、SXMM、SZMS、SZMM

中型タイプ	:	MXMS、MXMM、MXMXS、MZMS、MZMM

6162

2011.08 第 3版
・お使いになる前にを変更
・「安全上のご注意」を「安全ガイド」に変更
・49 ページ　9800N → 9.8N
・50 ページ　9310 ～ 9800N → 9.31N ～ 9.8N
・51 ページ　9800N → 9.8N
・56 ページ　9310N ～ 9800N → 9.31N ～ 9.8N
・60 ページ　13. 保証の内容変更

第 4版
・4 ～ 6 ページ　安全ガイドの内容を変更。2 人以上での作業時の注意

事項を追加
・26 ページ　MXMXS の可搬質量の表追加
・27 ページ　加速度別可搬別可搬質量の表	

リード 20mm　2400mm/sec → 1300mm/sec	
リード 40mm　1200mm/sec → 2400mm/sec

・28 ページ　LXMXS の可搬質量の表追加
・30 ページ　アルミのネジのハメ合い長さは、呼び径の約 1.8 倍に変

更

2009.02

2012.03



14.	変更履歴

改定日 改定内容

2009.2 第 2版

小型タイプ	:	SXMS、SXMM、SZMS、SZMM

中型タイプ	:	MXMS、MXMM、MXMXS、MZMS、MZMM
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